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敬愛するオメガ・ニュースレター読者の皆様へ
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イスラエルに大規模なテロがあり、日本の報道では反イスラエルの
解説が多く心を痛めておりました。そのような時に主なる神様は栄子・
スティーブンス師を私たちの教会に導いてくださり、そのメッセージを
通して主の平安を頂きました。主に深く感謝申し上げます。

10月15日（日）午前の礼拝では「永遠の福音」をテーマに、創世記
から黙示録にかけて主イエス様の福音を丁寧に教えていただきました。
特に民数記 21 章の燃える蛇と旗ざおのところは情景が見えるようで
理解が深まりました。

午後のセミナーでは携挙と大患難時代について「イエス・キリスト
の日」と「主の日」、また引き止める「もの」と「者」の違いについてなど、
大きな気付きを与えられました。例を挙げたらきりがありません。
目からうろこが落ちるとはこのことでしょう。

イスラエルの古代からの慣習、現在の生活様式を織り交ぜながらの
お話であっという間に時間が過ぎてしまいました。神様からのラブレ
ターである聖書を一字一句丁寧に読み、その通りに信じることの大切
さを改めて教えられました。今後はDVDや書籍を通してもっと理解を
深めてイスラエルの正しい歴史と福音を周囲の人たちに伝えていきたい
と思います。

小島洋子 牧師 西田育生 牧師
（大阪府　

 大阪―東京ホープチャペル牧師）

去る10月28日にVIP関西センターにて栄子・スティーブンス先生
をお迎えして「イスラエルの預言とその成就」と題してセミナーを開催
することができました。70 名を超える方々が出席くださり、今の私
たちにとってタイムリーなメッセージを頂くことができました。ちょうど
ハマスがイスラエルにテロ攻撃を行い、ホロコースト以来のユダヤ人
たちが犠牲となるという事件が起こったばかりの時でしたので、出席者
の方々も大いに関心を持ち、質疑応答でも多くの質問が出ました。
改めて聖書は預言の書であることを確信させられるセミナーとなりま
した。

特に今回は聖書のイスラエルに対する預言が、過去、現在、未来
に渡って実現し、また実現するということを聖書のみことばと実際の
イスラエルの歴史とを照らし合わせながらお話しくださいました。
先生のイスラエル在住の体験を交えながら、私たちが不明瞭であった
パレスチナとイスラエルの歴史を改めて確認することができました。
そして、時は終末に向かって進んでいることを覚え、イスラエルの平和
とパレスチナの一般市民のための祈りを捧げること、さらにキリストの
福音が前進することを祈ることの大切さを自覚いたしました。時は急を
告げています。より一層福音を伝える使命を自覚させられました。

司会進行役　
横溝文夫様・フェイ様

（埼玉県
JOYFULグレースチャーチ）

セッティングをスクール形式から丸テーブルに
変更し、最終的に82名（22教会）まで参加者を
拡大可能となり開催されました。
　沖縄県内をはじめ離島の石垣島から、また
日本全国、新潟・栃木・東京・神奈川・大阪・広島
から共に集いました。セミナーを通して受け
取られる祈りの種がさらに日本全国の教会を
通して各地域へ生きたみことばの力として流れ
ていきますようお祈りください。
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日本全国講演「オメガグレイス・ジャパンツアー」終盤に向けて
　栄子・スティーブンス先生の来日中に起こった10月7日のハマスによる
イスラエルへのテロ攻撃は、現在も世界中に多くの混乱を招き続けて
います。その渦中で、日本の教会に普遍的な聖書の言葉をお伝えさせて
いただけたことを心から感謝します。皆様のとりなしの祈りの守りのうち
にオメガジャパン・グレイスツアーは、間もなくすべてのスケジュール
を終えようとしています。
　12月8日の帰国日までのすべてのスケジュールが主の御手によって
持ち運ばれ、栄子・スティーブンス先生のご健康が格別に守られますよう
引き続き共にお祈りくださいますようよろしくお願いいたします。

沖縄セミナーが開催されました
　11月23日に行われたOMEGA沖縄セミナー（会場：北谷ヒルトン
ホテル）は当初55名の事前予約参加申し込みを8月中に受け付けさ
せていただきました。その後、中東情勢が激しく揺れたことを受け、会場

祈りの課題
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Profile

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 41 ―その33未来の預言

イエス様はすぐに来られる
─「主よ、来てください！」

いよいよヨハネの黙示録22章の学びです。今月も共に学んでまいりましょう。

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan（ブリッジス・
フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と
日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。

「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。現在、米国教会を中心に世界からも終末論を語る講師として期待されている神の器。
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人間との仕切りとなっています。同じように、
荒野の幕屋で、神様のご臨在が現れる至聖
所と聖所の間の垂れ幕に、ケルビムの絵が
織り込まれました。あの垂れ幕は、光の世
界と闇の世界を仕切るものでした。

ヘブル人の手紙10章20節、「イエスはご
自分の肉体という垂れ幕を通して、私たちの
ためにこの新しい生ける道を設けてくださっ
たのです」。あの垂れ幕は、イエス・キリス
トの御体の象徴だったのです。

マタイの福音書27章50節と51節、「その
とき、イエスはもう一度大声で叫んで、息を
引き取られた。すると、見よ。神殿の幕が
上から下まで真っ二つに裂けた」と記されて
いるように、十字架を通して、闇の世界と光
の世界の隔たりを取り除いてくださいました。

新しいエルサレムの命の木
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）22章1節
と2節、「御使いはまた、私に水晶のように
光るいのちの水の川を見せた。それは神と
小羊との御座から出て、都の大通りの中央
を流れていた。川の両岸には、いのちの木
があって、十二種の実がなり、毎月、実が
できた。また、その木の葉は諸国の民をい
やした」

1節と2節で、「御使いはまた、私に水晶
のように光るいのちの水の川を見せた。それ
は神と小羊との御座から出て、都の大通りの
中央を流れていた」とあります。都の中央通
りは、ガラスのような純金で、大通りの中央
に、水晶のように光り輝く川が流れています。
それは、父なる神様とイエス様の御座から流
れ出ている命の水です。

2節では、「川の両岸には、いのちの木が
あって、十二種の実がなり、毎月、実ができ
た。また、その木の葉は諸国の民をいやし
た」と、アダムとエバが創造された時、エデ
ンの園にあった木です。アダムとエバは、
罪を犯して永遠の命を保ってくれる、命の
木から実を取って食べることが禁じられま
した。

創世記3章24節、「こうして、神は人を追
放して、いのちの木への道を守るために、エ
デンの園の東に、ケルビムと輪を描いて回る
炎の剣を置かれた」

神様のご臨在のある、命の木があったエ
デンの園から、人間は追放されました。ケル
ビムが神様のご臨在の場所と、罪を犯した

新しいエルサレムでは、神様と人間を仕切
るものは、何もありません。再び、命の木の
所に戻れたのです。両岸にある命の木は12
種類もの実を毎月実らせます。これは、永遠
の神の都に食物があることと、時間があるこ
とを語っています。毎月と言っていますから、
何らかのカレンダーがあると思われます。

黙示録22章2節、「その木の葉は諸国の
民をいやした」。罪も呪いもない世界で、病
気はありません。ある神学者たちは、この木
の葉は、リハビリのような癒やしの力があり、
他の人より金持ちになりたいとか、他の人を
うらやましく思うような、再び罪に戻るよう
な思いが決して起こらないように、いつも聖
く正しく、喜びと祝福をもって、神様に仕え
ることが永遠に続く基と考えています。

もはや夜はない
黙示録22章3節から5節、「もはや、のろ

われるものは何もない。神と小羊との御座が
都の中にあって、そのしもべたちは神に仕え、
神の御顔を仰ぎ見る。また、彼らの額には
神の名がついている。もはや夜がない。神
である主が彼らを照らされるので、彼らには
ともしびの光も太陽の光もいらない。彼らは
永遠に王である」

3節と4節で、「のろわれるものは何もない。
神と小羊との御座が都の中にあって、そのし
もべたちは神に仕え、神の御顔を仰ぎ見る」
と言っています。永遠の神の都では、すべて
の呪いが、完全になくなります。私たち一人
ひとりが、神様と顔と顔を合わせて、仕える
ことができます。

5節では、「もはや夜がない。神である主
が彼らを照らされるので、彼らにはともしび
の光も太陽の光もいらない」のです。夜がな
いとは、もう罪はないことを表しています。
夜があるから、光が必要でした。もはや、罪
はありません。神様のシャカイナグローリーの
御光は、全地球を包んでいると考えられます。

これらの預言は信ずべきもの
黙示録22章6節、「御使いはまた私に、

『これらのことばは、信ずべきものであり、

また、テサロニケ人への手紙 第一4章で、
主が私たち教会を、迎えに来てくださるお約
束があります。

それがいつであるのか、多くの神学者たち
がいろいろと語っていますが、実際のところ、
いつなのかは分かりません。私たち、主を信
じる者は、主がいつ来られてもよいように、
心を構えていなければなりません。

黙示録3章11節で、「わたしは、すぐに来
る。あなたの冠をだれにも奪われないように、
あなたの持っているものをしっかりと持って
いなさい」と、励ましてくださっています。主
はここでも、「わたしは、すぐに来る」とおっ
しゃっています。

神学者の中には、黙示録の「後に起こる
こと」と言われている出来事が起こり始めた
ら、7年間の期間の終わりでご再臨が来ま
すから、そのことを示しているのだと考えて
います。これは、瓶のふたを開いて注ぎ始
めたら、すぐ空になるという意味を表してい
るのです。

8節で、「これらのことを聞き、また見た
のは私ヨハネである」と、ヨハネは黙示録に
書かれている預言と幻を、実際に聞き、そ
の目で見たのです。ヨハネはこれらのこと
を信じるべき真実であることを確証してい
ます。

真実なのです』と言った。預言者たちのたま
しいの神である主は、その御使いを遣わし、
すぐに起こるべき事を、そのしもべたちに示
そうとされたのである」

黙示録を書いたヨハネが、これらのことを
聞き、そして見たのです。黙示録に書かれて
いるすべてが、信ずべき、真実なのです。聖
書の預言は100％成就いたします。

「主よ。来てください」
黙示録22章7節から9節、「見よ。わたし

はすぐに来る。この書の預言のことばを堅く
守る者は、幸いである。』これらのことを聞き、
また見たのは私ヨハネである。私が聞き、ま
た見たとき、それらのことを示してくれた御
使いの足もとに、ひれ伏して拝もうとした。
すると、彼は私に言った。『やめなさい。私は、
あなたや、あなたの兄弟である預言者たちや、
この書のことばを堅く守る人々と同じしもべ
です。神を拝みなさい』」

7節で、「見よ。わたしはすぐに来る。この
書の預言のことばを固く守る者は、幸いであ
る」と言われましたが、その「すぐに来る」と
いうことが言われてから、約2千年が経ちま
した。死亡率100％の私たち人間は、現在
では主がいつ来られてもよいように、主のみ
ことばを固く守って歩まなければなりません。

マタイの福音書16章28節で、「まことに、
あなたがたに告げます。ここに立っている
人々の中には、人の子が御国とともに来るの
を見るまでは、決して死を味わわない人々が
います」と言われたのは、ヨハネのことです。
黙示録の幻を見、それを書き留めるまで死
ななかったのは、弟子の中で唯一殉教しな
かったヨハネです。

同じく黙示録22章8節でヨハネは、「私が
聞き、また見たとき、それらのことを示してく
れた御使いの足もとに、ひれ伏して拝もうとし
た」、しかし恐ろしく尊い預言と幻を見て、錯
覚を起こし、御使いに対してひれ伏しています。

9節で、「やめなさい。私は、あなたや、
あなたの兄弟である預言者たちや、この書
のことばを堅く守る人々と同じしもべです。
神を拝みなさい」とヨハネに告げました。唯
一、真の神様のみ拝まなければなりません。
そして、聖書に書かれているみことばを固く
守る者が、神様のしもべなのです。御使いも
人間も差別はありません。

この預言を封じるな
黙示録22章10節から15節、「また、彼は

私に言った。『この書の預言のことばを封じ
てはいけない。時が近づいているからである。
不正を行う者はますます不正を行い、汚れ
た者はますます汚れを行いなさい。正しい者
はいよいよ正しいことを行い、聖徒はいよい
よ聖なるものとされなさい。』 『見よ。わたし
はすぐに来る。わたしはそれぞれのしわざに
応じて報いるために、わたしの報いを携えて
来る。わたしはアルファであり、オメガである。
最初であり、最後である。初めであり、終わ
りである。』 自分の着物を洗って、いのちの
木の実を食べる権利を与えられ、門を通って
都に入れるようになる者は、幸いである。犬
ども、魔術を行う者、不品行の者、人殺し、
偶像を拝む者、好んで偽りを行う者はみな、
外に出される」

ダニエルが受けた預言の範囲があまりにも
広く、ダニエルには意味が分からなかったこ
とでしょう。分からないままに封じておくこ
とが、命令されています。この預言では、「多
くの者は知識を増そうと探り回ろう」と、御
使いがヨハネに告げています。今現代の人々
は知識が増しており、まさにこの預言の成就
だと言えるでしょう。

　
黙示録22章11節では、「不正を行う者は

ますます不正を行い、汚れた者はますます汚
れを行いなさい」とあります。終末の時代に
は、不正も汚れも、ますますひどくなります。
まさに、私たちはそのような時代に生きてい
るのです。

11節で、「正しい者はいよいよ正しいこと
を行い、聖徒はいよいよ聖なるものとされな
さい」と、神様に従う者たちが、ますます聖
書の学びを深くしていっています。

12節では、「見よ。わたしはすぐに来る。
わたしはそれぞれのしわざに応じて報いるた
めに、わたしの報いを携えて来る」と言われ
ています。キリストに従う者と、反キリスト
に従う者の間がますます明らかになっている
時代です。羊とヤギが分けられるように、私
たちの目にもはっきり見えるほどの時代です。

主はみことばどおりに審判を携えてこられ
ます。これから、いよいよ厳しくなる時代で
すが、主にしがみついて、横道にそれずに
歩んでゆきましょう。耐えられない思いをす
る時には、主の御名を呼ぶ者に、力を与え
てくださいます。

10節で「この書の預言のことばを封じては
いけない。時が近づいているからである」と、
黙示録を封じてはいけないと命令されていま
すが、ほとんどの人が黙示録の学びを批判
したり止めたりしてきました。

黙示録1章3節で、「この預言のことばを
朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれ
ていることを心に留める人々は幸いである。
時が近づいているからである」、こうして黙示
録を朗読し、読む者、このみことばを聞く者
は祝福を受けるという約束です。

ダニエル書では、黙示録によく似た「終わ
りの日」の預言です。しかし、黙示録とは反
対に、封じておくべき預言だと命じられてい
ます。

ダニエル書12章4節、「ダニエルよ。あな
たは終わりの時まで、このことばを秘めてお
き、この書を封じておけ。多くの者は知識を
増そうと探り回ろう」

14節で、「自分の着物を洗って、いのちの
木の実を食べる権利を与えられ、門を通って
都に入れるようになる者は、幸いである」とあ
ります。主を信じる者に与えられるご褒美は、
想像を超える新しいエルサレムです。油断せ
ずに、真珠の門をくぐれる者となりましょう。

15節ではこう言われています。「犬ども、
魔術を行う者、不品行の者、人殺し、偶像
を拝む者、好んで偽りを行う者はみな、外に
出される」と。

これは新しいエルサレムの門の外で、中に
入れない人々がいるのではありません。神の
都の外に出される者は、自由意思によって、
神様から遠ざかった者です。火の池に入った
者です。私たちは、油断せずに祈って歩みま
しょう。そして、たくさん伝道しましょう。

黙示録22章16節と17節、「わたし、イエ
スは御使いを遣わして、諸教会について、こ
れらのことをあなたがたにあかしした。わた
しはダビデの根、また子孫、輝く明けの明
星である。」 御霊も花嫁も言う。『来てくださ
い。』これを聞く者は、『来てください』と言い
なさい。渇く者は来なさい。いのちの水がほ
しい者は、それをただで受けなさい」

16節で、「わたしはダビデの根、また子孫、
輝く明けの明星である」と言われています。
人間的イエス様は、永遠から永遠に存在な
さる神様で、私たちのために、ダビデの子
孫として、ベツレヘムでお生まれになってく
ださった神様です。この永遠から永遠に存在
する「輝く明けの明星」です。サタンは、自
分が「輝く明けの明星」になりたいと思い、
罪を犯した者です（イザ14:12）。

イエス・キリストは、永久から永久まで存
在なさる神様で、シャカイナグローリーご自
身です。

17節で、「御霊も花嫁も言う。『来てくだ
さい。』これを聞く者は、『来てください』と言
いなさい。渇く者は来なさい。いのちの水が
ほしい者は、それをただで受けなさい」、そ
のように救いを与える招きです。イエス・キ
リストのご再臨を待ち望む者こそ、命の水を

この二つの警告を、全聖書に当てはめる
神学者がいます。黙示録は、全聖書の最後
に書かれている預言で、約550箇所が旧約
聖書と重なっています。黙示録を受け入れな
い人々が旧約聖書を、今も神のみことばと見
なしていない場合があります。

20節で、「これらのことをあかしする方が
こう言われる。『しかり。わたしはすぐに来
る。』アーメン。主イエスよ、来てください」、
この主のことばで始まり、このことばで終わ
りました。このことばは、皮袋や瓶に入って
いる水を注ぎ始めると間もなく空になる速さ
を例えています。

黙示録に書かれている預言が始まったら、
間もなく主が来られるという意味です。黙示
録を証しされた方はイエス様です。イエス様
は、もうすぐご再臨なさいます。「主イエスよ、
来てください！」と叫びましょう。
 

20節と21節、「主イエスよ、来てください。
主イエスの恵みがすべての者とともにあるよ
うに」、黙示録の学びに参加してくださった
皆々様に、1章3節、「この預言のことばを
朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれ
ていることを心に留める人々は幸いである。
時が近づいているからである」とのみことば
をお伝えいたしました。

3節にある「幸い」、この書を学ぶ者に与
えられるギリシャ語の「マカリオス（最高の幸
福）」の、錆びない健康と主による祝福が永
遠にありますように。アーメン。

在主

受け、新しいエルサレムに招かれる者です。
「来てください！」と叫びましょう。
  

黙示録2章18節から21節、「私は、この
書の預言のことばを聞くすべての者にあかし
する。もし、これにつけ加える者があれば、
神はこの書に書いてある災害をその人に加え
られる。また、この預言の書のことばを少し
でも取り除く者があれば、神は、この書に書
いてあるいのちの木と聖なる都から、その人
の受ける分を取り除かれる。これらのことを
あかしする方がこう言われる。『しかり。わた
しはすぐに来る。』アーメン。主イエスよ、来
てください。主イエスの恵みがすべての者と
ともにあるように。アーメン」

二つの警告
第一の警告：18節、「この書の預言のこ

とばを聞くすべての者にあかしする。もし、
これにつけ加える者があれば、神はこの書に
書いてある災害をその人に加えられる」

もし、この黙示録の預言に付け加えたの
なら、災害が付け加えられる。火の池に入
ることを語っています。

第二の警告：19節、「また、この預言の
書のことばを少しでも取り除く者があれば、
神は、この書に書いてあるいのちの木と聖な
る都から、その人の受ける分を取り除かれる」

この黙示録の預言を少しでも省く者には、
新しいエルサレムには入れないということで
す。どちらも、救われていないのと同じです。

栄子・スティーブンス
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Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 41 ―その33未来の預言

イエス様はすぐに来られる
─「主よ、来てください！」

いよいよヨハネの黙示録22章の学びです。今月も共に学んでまいりましょう。

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan（ブリッジス・
フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と
日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。

「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。現在、米国教会を中心に世界からも終末論を語る講師として期待されている神の器。
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人間との仕切りとなっています。同じように、
荒野の幕屋で、神様のご臨在が現れる至聖
所と聖所の間の垂れ幕に、ケルビムの絵が
織り込まれました。あの垂れ幕は、光の世
界と闇の世界を仕切るものでした。

ヘブル人の手紙10章20節、「イエスはご
自分の肉体という垂れ幕を通して、私たちの
ためにこの新しい生ける道を設けてくださっ
たのです」。あの垂れ幕は、イエス・キリス
トの御体の象徴だったのです。

マタイの福音書27章50節と51節、「その
とき、イエスはもう一度大声で叫んで、息を
引き取られた。すると、見よ。神殿の幕が
上から下まで真っ二つに裂けた」と記されて
いるように、十字架を通して、闇の世界と光
の世界の隔たりを取り除いてくださいました。

新しいエルサレムの命の木
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）22章1節
と2節、「御使いはまた、私に水晶のように
光るいのちの水の川を見せた。それは神と
小羊との御座から出て、都の大通りの中央
を流れていた。川の両岸には、いのちの木
があって、十二種の実がなり、毎月、実が
できた。また、その木の葉は諸国の民をい
やした」

1節と2節で、「御使いはまた、私に水晶
のように光るいのちの水の川を見せた。それ
は神と小羊との御座から出て、都の大通りの
中央を流れていた」とあります。都の中央通
りは、ガラスのような純金で、大通りの中央
に、水晶のように光り輝く川が流れています。
それは、父なる神様とイエス様の御座から流
れ出ている命の水です。

2節では、「川の両岸には、いのちの木が
あって、十二種の実がなり、毎月、実ができ
た。また、その木の葉は諸国の民をいやし
た」と、アダムとエバが創造された時、エデ
ンの園にあった木です。アダムとエバは、
罪を犯して永遠の命を保ってくれる、命の
木から実を取って食べることが禁じられま
した。

創世記3章24節、「こうして、神は人を追
放して、いのちの木への道を守るために、エ
デンの園の東に、ケルビムと輪を描いて回る
炎の剣を置かれた」

神様のご臨在のある、命の木があったエ
デンの園から、人間は追放されました。ケル
ビムが神様のご臨在の場所と、罪を犯した

新しいエルサレムでは、神様と人間を仕切
るものは、何もありません。再び、命の木の
所に戻れたのです。両岸にある命の木は12
種類もの実を毎月実らせます。これは、永遠
の神の都に食物があることと、時間があるこ
とを語っています。毎月と言っていますから、
何らかのカレンダーがあると思われます。

黙示録22章2節、「その木の葉は諸国の
民をいやした」。罪も呪いもない世界で、病
気はありません。ある神学者たちは、この木
の葉は、リハビリのような癒やしの力があり、
他の人より金持ちになりたいとか、他の人を
うらやましく思うような、再び罪に戻るよう
な思いが決して起こらないように、いつも聖
く正しく、喜びと祝福をもって、神様に仕え
ることが永遠に続く基と考えています。

もはや夜はない
黙示録22章3節から5節、「もはや、のろ

われるものは何もない。神と小羊との御座が
都の中にあって、そのしもべたちは神に仕え、
神の御顔を仰ぎ見る。また、彼らの額には
神の名がついている。もはや夜がない。神
である主が彼らを照らされるので、彼らには
ともしびの光も太陽の光もいらない。彼らは
永遠に王である」

3節と4節で、「のろわれるものは何もない。
神と小羊との御座が都の中にあって、そのし
もべたちは神に仕え、神の御顔を仰ぎ見る」
と言っています。永遠の神の都では、すべて
の呪いが、完全になくなります。私たち一人
ひとりが、神様と顔と顔を合わせて、仕える
ことができます。

5節では、「もはや夜がない。神である主
が彼らを照らされるので、彼らにはともしび
の光も太陽の光もいらない」のです。夜がな
いとは、もう罪はないことを表しています。
夜があるから、光が必要でした。もはや、罪
はありません。神様のシャカイナグローリーの
御光は、全地球を包んでいると考えられます。

これらの預言は信ずべきもの
黙示録22章6節、「御使いはまた私に、

『これらのことばは、信ずべきものであり、

また、テサロニケ人への手紙 第一4章で、
主が私たち教会を、迎えに来てくださるお約
束があります。

それがいつであるのか、多くの神学者たち
がいろいろと語っていますが、実際のところ、
いつなのかは分かりません。私たち、主を信
じる者は、主がいつ来られてもよいように、
心を構えていなければなりません。

黙示録3章11節で、「わたしは、すぐに来
る。あなたの冠をだれにも奪われないように、
あなたの持っているものをしっかりと持って
いなさい」と、励ましてくださっています。主
はここでも、「わたしは、すぐに来る」とおっ
しゃっています。

神学者の中には、黙示録の「後に起こる
こと」と言われている出来事が起こり始めた
ら、7年間の期間の終わりでご再臨が来ま
すから、そのことを示しているのだと考えて
います。これは、瓶のふたを開いて注ぎ始
めたら、すぐ空になるという意味を表してい
るのです。

8節で、「これらのことを聞き、また見た
のは私ヨハネである」と、ヨハネは黙示録に
書かれている預言と幻を、実際に聞き、そ
の目で見たのです。ヨハネはこれらのこと
を信じるべき真実であることを確証してい
ます。

真実なのです』と言った。預言者たちのたま
しいの神である主は、その御使いを遣わし、
すぐに起こるべき事を、そのしもべたちに示
そうとされたのである」

黙示録を書いたヨハネが、これらのことを
聞き、そして見たのです。黙示録に書かれて
いるすべてが、信ずべき、真実なのです。聖
書の預言は100％成就いたします。

「主よ。来てください」
黙示録22章7節から9節、「見よ。わたし

はすぐに来る。この書の預言のことばを堅く
守る者は、幸いである。』これらのことを聞き、
また見たのは私ヨハネである。私が聞き、ま
た見たとき、それらのことを示してくれた御
使いの足もとに、ひれ伏して拝もうとした。
すると、彼は私に言った。『やめなさい。私は、
あなたや、あなたの兄弟である預言者たちや、
この書のことばを堅く守る人々と同じしもべ
です。神を拝みなさい』」

7節で、「見よ。わたしはすぐに来る。この
書の預言のことばを固く守る者は、幸いであ
る」と言われましたが、その「すぐに来る」と
いうことが言われてから、約2千年が経ちま
した。死亡率100％の私たち人間は、現在
では主がいつ来られてもよいように、主のみ
ことばを固く守って歩まなければなりません。

マタイの福音書16章28節で、「まことに、
あなたがたに告げます。ここに立っている
人々の中には、人の子が御国とともに来るの
を見るまでは、決して死を味わわない人々が
います」と言われたのは、ヨハネのことです。
黙示録の幻を見、それを書き留めるまで死
ななかったのは、弟子の中で唯一殉教しな
かったヨハネです。

同じく黙示録22章8節でヨハネは、「私が
聞き、また見たとき、それらのことを示してく
れた御使いの足もとに、ひれ伏して拝もうとし
た」、しかし恐ろしく尊い預言と幻を見て、錯
覚を起こし、御使いに対してひれ伏しています。

9節で、「やめなさい。私は、あなたや、
あなたの兄弟である預言者たちや、この書
のことばを堅く守る人々と同じしもべです。
神を拝みなさい」とヨハネに告げました。唯
一、真の神様のみ拝まなければなりません。
そして、聖書に書かれているみことばを固く
守る者が、神様のしもべなのです。御使いも
人間も差別はありません。

この預言を封じるな
黙示録22章10節から15節、「また、彼は

私に言った。『この書の預言のことばを封じ
てはいけない。時が近づいているからである。
不正を行う者はますます不正を行い、汚れ
た者はますます汚れを行いなさい。正しい者
はいよいよ正しいことを行い、聖徒はいよい
よ聖なるものとされなさい。』 『見よ。わたし
はすぐに来る。わたしはそれぞれのしわざに
応じて報いるために、わたしの報いを携えて
来る。わたしはアルファであり、オメガである。
最初であり、最後である。初めであり、終わ
りである。』 自分の着物を洗って、いのちの
木の実を食べる権利を与えられ、門を通って
都に入れるようになる者は、幸いである。犬
ども、魔術を行う者、不品行の者、人殺し、
偶像を拝む者、好んで偽りを行う者はみな、
外に出される」

ダニエルが受けた預言の範囲があまりにも
広く、ダニエルには意味が分からなかったこ
とでしょう。分からないままに封じておくこ
とが、命令されています。この預言では、「多
くの者は知識を増そうと探り回ろう」と、御
使いがヨハネに告げています。今現代の人々
は知識が増しており、まさにこの預言の成就
だと言えるでしょう。

　
黙示録22章11節では、「不正を行う者は

ますます不正を行い、汚れた者はますます汚
れを行いなさい」とあります。終末の時代に
は、不正も汚れも、ますますひどくなります。
まさに、私たちはそのような時代に生きてい
るのです。

11節で、「正しい者はいよいよ正しいこと
を行い、聖徒はいよいよ聖なるものとされな
さい」と、神様に従う者たちが、ますます聖
書の学びを深くしていっています。

12節では、「見よ。わたしはすぐに来る。
わたしはそれぞれのしわざに応じて報いるた
めに、わたしの報いを携えて来る」と言われ
ています。キリストに従う者と、反キリスト
に従う者の間がますます明らかになっている
時代です。羊とヤギが分けられるように、私
たちの目にもはっきり見えるほどの時代です。

主はみことばどおりに審判を携えてこられ
ます。これから、いよいよ厳しくなる時代で
すが、主にしがみついて、横道にそれずに
歩んでゆきましょう。耐えられない思いをす
る時には、主の御名を呼ぶ者に、力を与え
てくださいます。

10節で「この書の預言のことばを封じては
いけない。時が近づいているからである」と、
黙示録を封じてはいけないと命令されていま
すが、ほとんどの人が黙示録の学びを批判
したり止めたりしてきました。

黙示録1章3節で、「この預言のことばを
朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれ
ていることを心に留める人々は幸いである。
時が近づいているからである」、こうして黙示
録を朗読し、読む者、このみことばを聞く者
は祝福を受けるという約束です。

ダニエル書では、黙示録によく似た「終わ
りの日」の預言です。しかし、黙示録とは反
対に、封じておくべき預言だと命じられてい
ます。

ダニエル書12章4節、「ダニエルよ。あな
たは終わりの時まで、このことばを秘めてお
き、この書を封じておけ。多くの者は知識を
増そうと探り回ろう」

14節で、「自分の着物を洗って、いのちの
木の実を食べる権利を与えられ、門を通って
都に入れるようになる者は、幸いである」とあ
ります。主を信じる者に与えられるご褒美は、
想像を超える新しいエルサレムです。油断せ
ずに、真珠の門をくぐれる者となりましょう。

15節ではこう言われています。「犬ども、
魔術を行う者、不品行の者、人殺し、偶像
を拝む者、好んで偽りを行う者はみな、外に
出される」と。

これは新しいエルサレムの門の外で、中に
入れない人々がいるのではありません。神の
都の外に出される者は、自由意思によって、
神様から遠ざかった者です。火の池に入った
者です。私たちは、油断せずに祈って歩みま
しょう。そして、たくさん伝道しましょう。

黙示録22章16節と17節、「わたし、イエ
スは御使いを遣わして、諸教会について、こ
れらのことをあなたがたにあかしした。わた
しはダビデの根、また子孫、輝く明けの明
星である。」 御霊も花嫁も言う。『来てくださ
い。』これを聞く者は、『来てください』と言い
なさい。渇く者は来なさい。いのちの水がほ
しい者は、それをただで受けなさい」

16節で、「わたしはダビデの根、また子孫、
輝く明けの明星である」と言われています。
人間的イエス様は、永遠から永遠に存在な
さる神様で、私たちのために、ダビデの子
孫として、ベツレヘムでお生まれになってく
ださった神様です。この永遠から永遠に存在
する「輝く明けの明星」です。サタンは、自
分が「輝く明けの明星」になりたいと思い、
罪を犯した者です（イザ14:12）。

イエス・キリストは、永久から永久まで存
在なさる神様で、シャカイナグローリーご自
身です。

17節で、「御霊も花嫁も言う。『来てくだ
さい。』これを聞く者は、『来てください』と言
いなさい。渇く者は来なさい。いのちの水が
ほしい者は、それをただで受けなさい」、そ
のように救いを与える招きです。イエス・キ
リストのご再臨を待ち望む者こそ、命の水を

この二つの警告を、全聖書に当てはめる
神学者がいます。黙示録は、全聖書の最後
に書かれている預言で、約550箇所が旧約
聖書と重なっています。黙示録を受け入れな
い人々が旧約聖書を、今も神のみことばと見
なしていない場合があります。

20節で、「これらのことをあかしする方が
こう言われる。『しかり。わたしはすぐに来
る。』アーメン。主イエスよ、来てください」、
この主のことばで始まり、このことばで終わ
りました。このことばは、皮袋や瓶に入って
いる水を注ぎ始めると間もなく空になる速さ
を例えています。

黙示録に書かれている預言が始まったら、
間もなく主が来られるという意味です。黙示
録を証しされた方はイエス様です。イエス様
は、もうすぐご再臨なさいます。「主イエスよ、
来てください！」と叫びましょう。
 

20節と21節、「主イエスよ、来てください。
主イエスの恵みがすべての者とともにあるよ
うに」、黙示録の学びに参加してくださった
皆々様に、1章3節、「この預言のことばを
朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれ
ていることを心に留める人々は幸いである。
時が近づいているからである」とのみことば
をお伝えいたしました。

3節にある「幸い」、この書を学ぶ者に与
えられるギリシャ語の「マカリオス（最高の幸
福）」の、錆びない健康と主による祝福が永
遠にありますように。アーメン。

在主

受け、新しいエルサレムに招かれる者です。
「来てください！」と叫びましょう。
  

黙示録2章18節から21節、「私は、この
書の預言のことばを聞くすべての者にあかし
する。もし、これにつけ加える者があれば、
神はこの書に書いてある災害をその人に加え
られる。また、この預言の書のことばを少し
でも取り除く者があれば、神は、この書に書
いてあるいのちの木と聖なる都から、その人
の受ける分を取り除かれる。これらのことを
あかしする方がこう言われる。『しかり。わた
しはすぐに来る。』アーメン。主イエスよ、来
てください。主イエスの恵みがすべての者と
ともにあるように。アーメン」

二つの警告
第一の警告：18節、「この書の預言のこ

とばを聞くすべての者にあかしする。もし、
これにつけ加える者があれば、神はこの書に
書いてある災害をその人に加えられる」

もし、この黙示録の預言に付け加えたの
なら、災害が付け加えられる。火の池に入
ることを語っています。

第二の警告：19節、「また、この預言の
書のことばを少しでも取り除く者があれば、
神は、この書に書いてあるいのちの木と聖な
る都から、その人の受ける分を取り除かれる」

この黙示録の預言を少しでも省く者には、
新しいエルサレムには入れないということで
す。どちらも、救われていないのと同じです。

栄子・スティーブンス
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人間との仕切りとなっています。同じように、
荒野の幕屋で、神様のご臨在が現れる至聖
所と聖所の間の垂れ幕に、ケルビムの絵が
織り込まれました。あの垂れ幕は、光の世
界と闇の世界を仕切るものでした。

ヘブル人の手紙10章20節、「イエスはご
自分の肉体という垂れ幕を通して、私たちの
ためにこの新しい生ける道を設けてくださっ
たのです」。あの垂れ幕は、イエス・キリス
トの御体の象徴だったのです。

マタイの福音書27章50節と51節、「その
とき、イエスはもう一度大声で叫んで、息を
引き取られた。すると、見よ。神殿の幕が
上から下まで真っ二つに裂けた」と記されて
いるように、十字架を通して、闇の世界と光
の世界の隔たりを取り除いてくださいました。

新しいエルサレムの命の木
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）22章1節
と2節、「御使いはまた、私に水晶のように
光るいのちの水の川を見せた。それは神と
小羊との御座から出て、都の大通りの中央
を流れていた。川の両岸には、いのちの木
があって、十二種の実がなり、毎月、実が
できた。また、その木の葉は諸国の民をい
やした」

1節と2節で、「御使いはまた、私に水晶
のように光るいのちの水の川を見せた。それ
は神と小羊との御座から出て、都の大通りの
中央を流れていた」とあります。都の中央通
りは、ガラスのような純金で、大通りの中央
に、水晶のように光り輝く川が流れています。
それは、父なる神様とイエス様の御座から流
れ出ている命の水です。

2節では、「川の両岸には、いのちの木が
あって、十二種の実がなり、毎月、実ができ
た。また、その木の葉は諸国の民をいやし
た」と、アダムとエバが創造された時、エデ
ンの園にあった木です。アダムとエバは、
罪を犯して永遠の命を保ってくれる、命の
木から実を取って食べることが禁じられま
した。

創世記3章24節、「こうして、神は人を追
放して、いのちの木への道を守るために、エ
デンの園の東に、ケルビムと輪を描いて回る
炎の剣を置かれた」

神様のご臨在のある、命の木があったエ
デンの園から、人間は追放されました。ケル
ビムが神様のご臨在の場所と、罪を犯した

新しいエルサレムでは、神様と人間を仕切
るものは、何もありません。再び、命の木の
所に戻れたのです。両岸にある命の木は12
種類もの実を毎月実らせます。これは、永遠
の神の都に食物があることと、時間があるこ
とを語っています。毎月と言っていますから、
何らかのカレンダーがあると思われます。

黙示録22章2節、「その木の葉は諸国の
民をいやした」。罪も呪いもない世界で、病
気はありません。ある神学者たちは、この木
の葉は、リハビリのような癒やしの力があり、
他の人より金持ちになりたいとか、他の人を
うらやましく思うような、再び罪に戻るよう
な思いが決して起こらないように、いつも聖
く正しく、喜びと祝福をもって、神様に仕え
ることが永遠に続く基と考えています。

もはや夜はない
黙示録22章3節から5節、「もはや、のろ

われるものは何もない。神と小羊との御座が
都の中にあって、そのしもべたちは神に仕え、
神の御顔を仰ぎ見る。また、彼らの額には
神の名がついている。もはや夜がない。神
である主が彼らを照らされるので、彼らには
ともしびの光も太陽の光もいらない。彼らは
永遠に王である」

3節と4節で、「のろわれるものは何もない。
神と小羊との御座が都の中にあって、そのし
もべたちは神に仕え、神の御顔を仰ぎ見る」
と言っています。永遠の神の都では、すべて
の呪いが、完全になくなります。私たち一人
ひとりが、神様と顔と顔を合わせて、仕える
ことができます。

5節では、「もはや夜がない。神である主
が彼らを照らされるので、彼らにはともしび
の光も太陽の光もいらない」のです。夜がな
いとは、もう罪はないことを表しています。
夜があるから、光が必要でした。もはや、罪
はありません。神様のシャカイナグローリーの
御光は、全地球を包んでいると考えられます。

これらの預言は信ずべきもの
黙示録22章6節、「御使いはまた私に、

『これらのことばは、信ずべきものであり、

また、テサロニケ人への手紙 第一4章で、
主が私たち教会を、迎えに来てくださるお約
束があります。

それがいつであるのか、多くの神学者たち
がいろいろと語っていますが、実際のところ、
いつなのかは分かりません。私たち、主を信
じる者は、主がいつ来られてもよいように、
心を構えていなければなりません。

黙示録3章11節で、「わたしは、すぐに来
る。あなたの冠をだれにも奪われないように、
あなたの持っているものをしっかりと持って
いなさい」と、励ましてくださっています。主
はここでも、「わたしは、すぐに来る」とおっ
しゃっています。

神学者の中には、黙示録の「後に起こる
こと」と言われている出来事が起こり始めた
ら、7年間の期間の終わりでご再臨が来ま
すから、そのことを示しているのだと考えて
います。これは、瓶のふたを開いて注ぎ始
めたら、すぐ空になるという意味を表してい
るのです。

8節で、「これらのことを聞き、また見た
のは私ヨハネである」と、ヨハネは黙示録に
書かれている預言と幻を、実際に聞き、そ
の目で見たのです。ヨハネはこれらのこと
を信じるべき真実であることを確証してい
ます。

真実なのです』と言った。預言者たちのたま
しいの神である主は、その御使いを遣わし、
すぐに起こるべき事を、そのしもべたちに示
そうとされたのである」

黙示録を書いたヨハネが、これらのことを
聞き、そして見たのです。黙示録に書かれて
いるすべてが、信ずべき、真実なのです。聖
書の預言は100％成就いたします。

「主よ。来てください」
黙示録22章7節から9節、「見よ。わたし

はすぐに来る。この書の預言のことばを堅く
守る者は、幸いである。』これらのことを聞き、
また見たのは私ヨハネである。私が聞き、ま
た見たとき、それらのことを示してくれた御
使いの足もとに、ひれ伏して拝もうとした。
すると、彼は私に言った。『やめなさい。私は、
あなたや、あなたの兄弟である預言者たちや、
この書のことばを堅く守る人々と同じしもべ
です。神を拝みなさい』」

7節で、「見よ。わたしはすぐに来る。この
書の預言のことばを固く守る者は、幸いであ
る」と言われましたが、その「すぐに来る」と
いうことが言われてから、約2千年が経ちま
した。死亡率100％の私たち人間は、現在
では主がいつ来られてもよいように、主のみ
ことばを固く守って歩まなければなりません。

マタイの福音書16章28節で、「まことに、
あなたがたに告げます。ここに立っている
人々の中には、人の子が御国とともに来るの
を見るまでは、決して死を味わわない人々が
います」と言われたのは、ヨハネのことです。
黙示録の幻を見、それを書き留めるまで死
ななかったのは、弟子の中で唯一殉教しな
かったヨハネです。

同じく黙示録22章8節でヨハネは、「私が
聞き、また見たとき、それらのことを示してく
れた御使いの足もとに、ひれ伏して拝もうとし
た」、しかし恐ろしく尊い預言と幻を見て、錯
覚を起こし、御使いに対してひれ伏しています。

9節で、「やめなさい。私は、あなたや、
あなたの兄弟である預言者たちや、この書
のことばを堅く守る人々と同じしもべです。
神を拝みなさい」とヨハネに告げました。唯
一、真の神様のみ拝まなければなりません。
そして、聖書に書かれているみことばを固く
守る者が、神様のしもべなのです。御使いも
人間も差別はありません。

この預言を封じるな
黙示録22章10節から15節、「また、彼は

私に言った。『この書の預言のことばを封じ
てはいけない。時が近づいているからである。
不正を行う者はますます不正を行い、汚れ
た者はますます汚れを行いなさい。正しい者
はいよいよ正しいことを行い、聖徒はいよい
よ聖なるものとされなさい。』 『見よ。わたし
はすぐに来る。わたしはそれぞれのしわざに
応じて報いるために、わたしの報いを携えて
来る。わたしはアルファであり、オメガである。
最初であり、最後である。初めであり、終わ
りである。』 自分の着物を洗って、いのちの
木の実を食べる権利を与えられ、門を通って
都に入れるようになる者は、幸いである。犬
ども、魔術を行う者、不品行の者、人殺し、
偶像を拝む者、好んで偽りを行う者はみな、
外に出される」

ダニエルが受けた預言の範囲があまりにも
広く、ダニエルには意味が分からなかったこ
とでしょう。分からないままに封じておくこ
とが、命令されています。この預言では、「多
くの者は知識を増そうと探り回ろう」と、御
使いがヨハネに告げています。今現代の人々
は知識が増しており、まさにこの預言の成就
だと言えるでしょう。

　
黙示録22章11節では、「不正を行う者は

ますます不正を行い、汚れた者はますます汚
れを行いなさい」とあります。終末の時代に
は、不正も汚れも、ますますひどくなります。
まさに、私たちはそのような時代に生きてい
るのです。

11節で、「正しい者はいよいよ正しいこと
を行い、聖徒はいよいよ聖なるものとされな
さい」と、神様に従う者たちが、ますます聖
書の学びを深くしていっています。

12節では、「見よ。わたしはすぐに来る。
わたしはそれぞれのしわざに応じて報いるた
めに、わたしの報いを携えて来る」と言われ
ています。キリストに従う者と、反キリスト
に従う者の間がますます明らかになっている
時代です。羊とヤギが分けられるように、私
たちの目にもはっきり見えるほどの時代です。

主はみことばどおりに審判を携えてこられ
ます。これから、いよいよ厳しくなる時代で
すが、主にしがみついて、横道にそれずに
歩んでゆきましょう。耐えられない思いをす
る時には、主の御名を呼ぶ者に、力を与え
てくださいます。

10節で「この書の預言のことばを封じては
いけない。時が近づいているからである」と、
黙示録を封じてはいけないと命令されていま
すが、ほとんどの人が黙示録の学びを批判
したり止めたりしてきました。

黙示録1章3節で、「この預言のことばを
朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれ
ていることを心に留める人々は幸いである。
時が近づいているからである」、こうして黙示
録を朗読し、読む者、このみことばを聞く者
は祝福を受けるという約束です。

ダニエル書では、黙示録によく似た「終わ
りの日」の預言です。しかし、黙示録とは反
対に、封じておくべき預言だと命じられてい
ます。

ダニエル書12章4節、「ダニエルよ。あな
たは終わりの時まで、このことばを秘めてお
き、この書を封じておけ。多くの者は知識を
増そうと探り回ろう」

14節で、「自分の着物を洗って、いのちの
木の実を食べる権利を与えられ、門を通って
都に入れるようになる者は、幸いである」とあ
ります。主を信じる者に与えられるご褒美は、
想像を超える新しいエルサレムです。油断せ
ずに、真珠の門をくぐれる者となりましょう。

15節ではこう言われています。「犬ども、
魔術を行う者、不品行の者、人殺し、偶像
を拝む者、好んで偽りを行う者はみな、外に
出される」と。

これは新しいエルサレムの門の外で、中に
入れない人々がいるのではありません。神の
都の外に出される者は、自由意思によって、
神様から遠ざかった者です。火の池に入った
者です。私たちは、油断せずに祈って歩みま
しょう。そして、たくさん伝道しましょう。

黙示録22章16節と17節、「わたし、イエ
スは御使いを遣わして、諸教会について、こ
れらのことをあなたがたにあかしした。わた
しはダビデの根、また子孫、輝く明けの明
星である。」 御霊も花嫁も言う。『来てくださ
い。』これを聞く者は、『来てください』と言い
なさい。渇く者は来なさい。いのちの水がほ
しい者は、それをただで受けなさい」

16節で、「わたしはダビデの根、また子孫、
輝く明けの明星である」と言われています。
人間的イエス様は、永遠から永遠に存在な
さる神様で、私たちのために、ダビデの子
孫として、ベツレヘムでお生まれになってく
ださった神様です。この永遠から永遠に存在
する「輝く明けの明星」です。サタンは、自
分が「輝く明けの明星」になりたいと思い、
罪を犯した者です（イザ14:12）。

イエス・キリストは、永久から永久まで存
在なさる神様で、シャカイナグローリーご自
身です。

17節で、「御霊も花嫁も言う。『来てくだ
さい。』これを聞く者は、『来てください』と言
いなさい。渇く者は来なさい。いのちの水が
ほしい者は、それをただで受けなさい」、そ
のように救いを与える招きです。イエス・キ
リストのご再臨を待ち望む者こそ、命の水を

この二つの警告を、全聖書に当てはめる
神学者がいます。黙示録は、全聖書の最後
に書かれている預言で、約550箇所が旧約
聖書と重なっています。黙示録を受け入れな
い人々が旧約聖書を、今も神のみことばと見
なしていない場合があります。

20節で、「これらのことをあかしする方が
こう言われる。『しかり。わたしはすぐに来
る。』アーメン。主イエスよ、来てください」、
この主のことばで始まり、このことばで終わ
りました。このことばは、皮袋や瓶に入って
いる水を注ぎ始めると間もなく空になる速さ
を例えています。

黙示録に書かれている預言が始まったら、
間もなく主が来られるという意味です。黙示
録を証しされた方はイエス様です。イエス様
は、もうすぐご再臨なさいます。「主イエスよ、
来てください！」と叫びましょう。
 

20節と21節、「主イエスよ、来てください。
主イエスの恵みがすべての者とともにあるよ
うに」、黙示録の学びに参加してくださった
皆々様に、1章3節、「この預言のことばを
朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれ
ていることを心に留める人々は幸いである。
時が近づいているからである」とのみことば
をお伝えいたしました。

3節にある「幸い」、この書を学ぶ者に与
えられるギリシャ語の「マカリオス（最高の幸
福）」の、錆びない健康と主による祝福が永
遠にありますように。アーメン。

在主

受け、新しいエルサレムに招かれる者です。
「来てください！」と叫びましょう。
  

黙示録2章18節から21節、「私は、この
書の預言のことばを聞くすべての者にあかし
する。もし、これにつけ加える者があれば、
神はこの書に書いてある災害をその人に加え
られる。また、この預言の書のことばを少し
でも取り除く者があれば、神は、この書に書
いてあるいのちの木と聖なる都から、その人
の受ける分を取り除かれる。これらのことを
あかしする方がこう言われる。『しかり。わた
しはすぐに来る。』アーメン。主イエスよ、来
てください。主イエスの恵みがすべての者と
ともにあるように。アーメン」

二つの警告
第一の警告：18節、「この書の預言のこ

とばを聞くすべての者にあかしする。もし、
これにつけ加える者があれば、神はこの書に
書いてある災害をその人に加えられる」

もし、この黙示録の預言に付け加えたの
なら、災害が付け加えられる。火の池に入
ることを語っています。

第二の警告：19節、「また、この預言の
書のことばを少しでも取り除く者があれば、
神は、この書に書いてあるいのちの木と聖な
る都から、その人の受ける分を取り除かれる」

この黙示録の預言を少しでも省く者には、
新しいエルサレムには入れないということで
す。どちらも、救われていないのと同じです。



パトモス島（ギリシャ）

人間との仕切りとなっています。同じように、
荒野の幕屋で、神様のご臨在が現れる至聖
所と聖所の間の垂れ幕に、ケルビムの絵が
織り込まれました。あの垂れ幕は、光の世
界と闇の世界を仕切るものでした。

ヘブル人の手紙10章20節、「イエスはご
自分の肉体という垂れ幕を通して、私たちの
ためにこの新しい生ける道を設けてくださっ
たのです」。あの垂れ幕は、イエス・キリス
トの御体の象徴だったのです。

マタイの福音書27章50節と51節、「その
とき、イエスはもう一度大声で叫んで、息を
引き取られた。すると、見よ。神殿の幕が
上から下まで真っ二つに裂けた」と記されて
いるように、十字架を通して、闇の世界と光
の世界の隔たりを取り除いてくださいました。

新しいエルサレムの命の木
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）22章1節
と2節、「御使いはまた、私に水晶のように
光るいのちの水の川を見せた。それは神と
小羊との御座から出て、都の大通りの中央
を流れていた。川の両岸には、いのちの木
があって、十二種の実がなり、毎月、実が
できた。また、その木の葉は諸国の民をい
やした」

1節と2節で、「御使いはまた、私に水晶
のように光るいのちの水の川を見せた。それ
は神と小羊との御座から出て、都の大通りの
中央を流れていた」とあります。都の中央通
りは、ガラスのような純金で、大通りの中央
に、水晶のように光り輝く川が流れています。
それは、父なる神様とイエス様の御座から流
れ出ている命の水です。

2節では、「川の両岸には、いのちの木が
あって、十二種の実がなり、毎月、実ができ
た。また、その木の葉は諸国の民をいやし
た」と、アダムとエバが創造された時、エデ
ンの園にあった木です。アダムとエバは、
罪を犯して永遠の命を保ってくれる、命の
木から実を取って食べることが禁じられま
した。

創世記3章24節、「こうして、神は人を追
放して、いのちの木への道を守るために、エ
デンの園の東に、ケルビムと輪を描いて回る
炎の剣を置かれた」

神様のご臨在のある、命の木があったエ
デンの園から、人間は追放されました。ケル
ビムが神様のご臨在の場所と、罪を犯した

新しいエルサレムでは、神様と人間を仕切
るものは、何もありません。再び、命の木の
所に戻れたのです。両岸にある命の木は12
種類もの実を毎月実らせます。これは、永遠
の神の都に食物があることと、時間があるこ
とを語っています。毎月と言っていますから、
何らかのカレンダーがあると思われます。

黙示録22章2節、「その木の葉は諸国の
民をいやした」。罪も呪いもない世界で、病
気はありません。ある神学者たちは、この木
の葉は、リハビリのような癒やしの力があり、
他の人より金持ちになりたいとか、他の人を
うらやましく思うような、再び罪に戻るよう
な思いが決して起こらないように、いつも聖
く正しく、喜びと祝福をもって、神様に仕え
ることが永遠に続く基と考えています。

もはや夜はない
黙示録22章3節から5節、「もはや、のろ

われるものは何もない。神と小羊との御座が
都の中にあって、そのしもべたちは神に仕え、
神の御顔を仰ぎ見る。また、彼らの額には
神の名がついている。もはや夜がない。神
である主が彼らを照らされるので、彼らには
ともしびの光も太陽の光もいらない。彼らは
永遠に王である」

3節と4節で、「のろわれるものは何もない。
神と小羊との御座が都の中にあって、そのし
もべたちは神に仕え、神の御顔を仰ぎ見る」
と言っています。永遠の神の都では、すべて
の呪いが、完全になくなります。私たち一人
ひとりが、神様と顔と顔を合わせて、仕える
ことができます。

5節では、「もはや夜がない。神である主
が彼らを照らされるので、彼らにはともしび
の光も太陽の光もいらない」のです。夜がな
いとは、もう罪はないことを表しています。
夜があるから、光が必要でした。もはや、罪
はありません。神様のシャカイナグローリーの
御光は、全地球を包んでいると考えられます。

これらの預言は信ずべきもの
黙示録22章6節、「御使いはまた私に、

『これらのことばは、信ずべきものであり、

また、テサロニケ人への手紙 第一4章で、
主が私たち教会を、迎えに来てくださるお約
束があります。

それがいつであるのか、多くの神学者たち
がいろいろと語っていますが、実際のところ、
いつなのかは分かりません。私たち、主を信
じる者は、主がいつ来られてもよいように、
心を構えていなければなりません。

黙示録3章11節で、「わたしは、すぐに来
る。あなたの冠をだれにも奪われないように、
あなたの持っているものをしっかりと持って
いなさい」と、励ましてくださっています。主
はここでも、「わたしは、すぐに来る」とおっ
しゃっています。

神学者の中には、黙示録の「後に起こる
こと」と言われている出来事が起こり始めた
ら、7年間の期間の終わりでご再臨が来ま
すから、そのことを示しているのだと考えて
います。これは、瓶のふたを開いて注ぎ始
めたら、すぐ空になるという意味を表してい
るのです。

8節で、「これらのことを聞き、また見た
のは私ヨハネである」と、ヨハネは黙示録に
書かれている預言と幻を、実際に聞き、そ
の目で見たのです。ヨハネはこれらのこと
を信じるべき真実であることを確証してい
ます。

真実なのです』と言った。預言者たちのたま
しいの神である主は、その御使いを遣わし、
すぐに起こるべき事を、そのしもべたちに示
そうとされたのである」

黙示録を書いたヨハネが、これらのことを
聞き、そして見たのです。黙示録に書かれて
いるすべてが、信ずべき、真実なのです。聖
書の預言は100％成就いたします。

「主よ。来てください」
黙示録22章7節から9節、「見よ。わたし

はすぐに来る。この書の預言のことばを堅く
守る者は、幸いである。』これらのことを聞き、
また見たのは私ヨハネである。私が聞き、ま
た見たとき、それらのことを示してくれた御
使いの足もとに、ひれ伏して拝もうとした。
すると、彼は私に言った。『やめなさい。私は、
あなたや、あなたの兄弟である預言者たちや、
この書のことばを堅く守る人々と同じしもべ
です。神を拝みなさい』」

7節で、「見よ。わたしはすぐに来る。この
書の預言のことばを固く守る者は、幸いであ
る」と言われましたが、その「すぐに来る」と
いうことが言われてから、約2千年が経ちま
した。死亡率100％の私たち人間は、現在
では主がいつ来られてもよいように、主のみ
ことばを固く守って歩まなければなりません。

マタイの福音書16章28節で、「まことに、
あなたがたに告げます。ここに立っている
人々の中には、人の子が御国とともに来るの
を見るまでは、決して死を味わわない人々が
います」と言われたのは、ヨハネのことです。
黙示録の幻を見、それを書き留めるまで死
ななかったのは、弟子の中で唯一殉教しな
かったヨハネです。

同じく黙示録22章8節でヨハネは、「私が
聞き、また見たとき、それらのことを示してく
れた御使いの足もとに、ひれ伏して拝もうとし
た」、しかし恐ろしく尊い預言と幻を見て、錯
覚を起こし、御使いに対してひれ伏しています。

9節で、「やめなさい。私は、あなたや、
あなたの兄弟である預言者たちや、この書
のことばを堅く守る人々と同じしもべです。
神を拝みなさい」とヨハネに告げました。唯
一、真の神様のみ拝まなければなりません。
そして、聖書に書かれているみことばを固く
守る者が、神様のしもべなのです。御使いも
人間も差別はありません。

この預言を封じるな
黙示録22章10節から15節、「また、彼は

私に言った。『この書の預言のことばを封じ
てはいけない。時が近づいているからである。
不正を行う者はますます不正を行い、汚れ
た者はますます汚れを行いなさい。正しい者
はいよいよ正しいことを行い、聖徒はいよい
よ聖なるものとされなさい。』 『見よ。わたし
はすぐに来る。わたしはそれぞれのしわざに
応じて報いるために、わたしの報いを携えて
来る。わたしはアルファであり、オメガである。
最初であり、最後である。初めであり、終わ
りである。』 自分の着物を洗って、いのちの
木の実を食べる権利を与えられ、門を通って
都に入れるようになる者は、幸いである。犬
ども、魔術を行う者、不品行の者、人殺し、
偶像を拝む者、好んで偽りを行う者はみな、
外に出される」

ダニエルが受けた預言の範囲があまりにも
広く、ダニエルには意味が分からなかったこ
とでしょう。分からないままに封じておくこ
とが、命令されています。この預言では、「多
くの者は知識を増そうと探り回ろう」と、御
使いがヨハネに告げています。今現代の人々
は知識が増しており、まさにこの預言の成就
だと言えるでしょう。

　
黙示録22章11節では、「不正を行う者は

ますます不正を行い、汚れた者はますます汚
れを行いなさい」とあります。終末の時代に
は、不正も汚れも、ますますひどくなります。
まさに、私たちはそのような時代に生きてい
るのです。

11節で、「正しい者はいよいよ正しいこと
を行い、聖徒はいよいよ聖なるものとされな
さい」と、神様に従う者たちが、ますます聖
書の学びを深くしていっています。

12節では、「見よ。わたしはすぐに来る。
わたしはそれぞれのしわざに応じて報いるた
めに、わたしの報いを携えて来る」と言われ
ています。キリストに従う者と、反キリスト
に従う者の間がますます明らかになっている
時代です。羊とヤギが分けられるように、私
たちの目にもはっきり見えるほどの時代です。

主はみことばどおりに審判を携えてこられ
ます。これから、いよいよ厳しくなる時代で
すが、主にしがみついて、横道にそれずに
歩んでゆきましょう。耐えられない思いをす
る時には、主の御名を呼ぶ者に、力を与え
てくださいます。

10節で「この書の預言のことばを封じては
いけない。時が近づいているからである」と、
黙示録を封じてはいけないと命令されていま
すが、ほとんどの人が黙示録の学びを批判
したり止めたりしてきました。

黙示録1章3節で、「この預言のことばを
朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれ
ていることを心に留める人々は幸いである。
時が近づいているからである」、こうして黙示
録を朗読し、読む者、このみことばを聞く者
は祝福を受けるという約束です。

ダニエル書では、黙示録によく似た「終わ
りの日」の預言です。しかし、黙示録とは反
対に、封じておくべき預言だと命じられてい
ます。

ダニエル書12章4節、「ダニエルよ。あな
たは終わりの時まで、このことばを秘めてお
き、この書を封じておけ。多くの者は知識を
増そうと探り回ろう」

14節で、「自分の着物を洗って、いのちの
木の実を食べる権利を与えられ、門を通って
都に入れるようになる者は、幸いである」とあ
ります。主を信じる者に与えられるご褒美は、
想像を超える新しいエルサレムです。油断せ
ずに、真珠の門をくぐれる者となりましょう。

15節ではこう言われています。「犬ども、
魔術を行う者、不品行の者、人殺し、偶像
を拝む者、好んで偽りを行う者はみな、外に
出される」と。

これは新しいエルサレムの門の外で、中に
入れない人々がいるのではありません。神の
都の外に出される者は、自由意思によって、
神様から遠ざかった者です。火の池に入った
者です。私たちは、油断せずに祈って歩みま
しょう。そして、たくさん伝道しましょう。

黙示録22章16節と17節、「わたし、イエ
スは御使いを遣わして、諸教会について、こ
れらのことをあなたがたにあかしした。わた
しはダビデの根、また子孫、輝く明けの明
星である。」 御霊も花嫁も言う。『来てくださ
い。』これを聞く者は、『来てください』と言い
なさい。渇く者は来なさい。いのちの水がほ
しい者は、それをただで受けなさい」

16節で、「わたしはダビデの根、また子孫、
輝く明けの明星である」と言われています。
人間的イエス様は、永遠から永遠に存在な
さる神様で、私たちのために、ダビデの子
孫として、ベツレヘムでお生まれになってく
ださった神様です。この永遠から永遠に存在
する「輝く明けの明星」です。サタンは、自
分が「輝く明けの明星」になりたいと思い、
罪を犯した者です（イザ14:12）。

イエス・キリストは、永久から永久まで存
在なさる神様で、シャカイナグローリーご自
身です。

17節で、「御霊も花嫁も言う。『来てくだ
さい。』これを聞く者は、『来てください』と言
いなさい。渇く者は来なさい。いのちの水が
ほしい者は、それをただで受けなさい」、そ
のように救いを与える招きです。イエス・キ
リストのご再臨を待ち望む者こそ、命の水を

この二つの警告を、全聖書に当てはめる
神学者がいます。黙示録は、全聖書の最後
に書かれている預言で、約550箇所が旧約
聖書と重なっています。黙示録を受け入れな
い人々が旧約聖書を、今も神のみことばと見
なしていない場合があります。

20節で、「これらのことをあかしする方が
こう言われる。『しかり。わたしはすぐに来
る。』アーメン。主イエスよ、来てください」、
この主のことばで始まり、このことばで終わ
りました。このことばは、皮袋や瓶に入って
いる水を注ぎ始めると間もなく空になる速さ
を例えています。

黙示録に書かれている預言が始まったら、
間もなく主が来られるという意味です。黙示
録を証しされた方はイエス様です。イエス様
は、もうすぐご再臨なさいます。「主イエスよ、
来てください！」と叫びましょう。
 

20節と21節、「主イエスよ、来てください。
主イエスの恵みがすべての者とともにあるよ
うに」、黙示録の学びに参加してくださった
皆々様に、1章3節、「この預言のことばを
朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれ
ていることを心に留める人々は幸いである。
時が近づいているからである」とのみことば
をお伝えいたしました。

3節にある「幸い」、この書を学ぶ者に与
えられるギリシャ語の「マカリオス（最高の幸
福）」の、錆びない健康と主による祝福が永
遠にありますように。アーメン。

在主

受け、新しいエルサレムに招かれる者です。
「来てください！」と叫びましょう。
  

黙示録2章18節から21節、「私は、この
書の預言のことばを聞くすべての者にあかし
する。もし、これにつけ加える者があれば、
神はこの書に書いてある災害をその人に加え
られる。また、この預言の書のことばを少し
でも取り除く者があれば、神は、この書に書
いてあるいのちの木と聖なる都から、その人
の受ける分を取り除かれる。これらのことを
あかしする方がこう言われる。『しかり。わた
しはすぐに来る。』アーメン。主イエスよ、来
てください。主イエスの恵みがすべての者と
ともにあるように。アーメン」

二つの警告
第一の警告：18節、「この書の預言のこ

とばを聞くすべての者にあかしする。もし、
これにつけ加える者があれば、神はこの書に
書いてある災害をその人に加えられる」

もし、この黙示録の預言に付け加えたの
なら、災害が付け加えられる。火の池に入
ることを語っています。

第二の警告：19節、「また、この預言の
書のことばを少しでも取り除く者があれば、
神は、この書に書いてあるいのちの木と聖な
る都から、その人の受ける分を取り除かれる」

この黙示録の預言を少しでも省く者には、
新しいエルサレムには入れないということで
す。どちらも、救われていないのと同じです。
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未来の預言①　

未来の預言②　

未来の預言③

未来の預言④

未来の預言⑤

未来の預言⑥

未来の預言⑦

未来の預言⑧

未来の預言⑨

未来の預言⑩

未来の預言⑪

未来の預言⑫

未来の預言⑬

未来の預言⑭

未来の預言⑮

未来の預言⑯

未来の預言⑰

未来の預言⑱

未来の預言⑲

未来の預言⑳

未来の預言㉑
未来の預言㉒
未来の預言㉓
未来の預言㉔
未来の預言㉕
未来の預言㉖
未来の預言㉗
未来の預言㉘
未来の預言㉙
未来の預言㉚
未来の預言㉛
未来の預言
未来の預言　　

天で見る未来の幻、この後に必ず起こる事、四つの生き物と翼のある天の生き物。（黙 4:1～11）

天の巻物、封印が解かれる（黙 5:1～9）

ほふられた小羊への賛美・第 1の封印が解かれる（黙 5:11～6:2）

ダニエル書の七十週の学び（ダニエル 9:24～27）

大バビロン、なぜ大患難時代があるのか、第 2・第 3・第 4の封印（黙 6:3～8）

第 5の封印、第 6の封印、終末の伝道師たち（黙 6:9～7:17）

第 7の封印、第 1から第 4のラッパ、三つの災い（黙 8:1～13）

第 1の災い、第 5のラッパ（黙 9:1～12）

第 2の災い、第 6のラッパ、ヨハネのみ理解ができる七つの雷（黙 9:13～10:6）

第 3の災い、第7のラッパ―腹に苦い巻物、第三神殿と神殿の丘、反キリストによって建てられる第三神殿（黙10:7～11:2）

二人の証人（黙 11:3～5）

二人の証人の復活（黙 11:6～13）

大患難時代 7年間の中間の時（黙 11:14～12:5）

反キリストの迫害に追われたイスラエルの民の逃亡場所（黙 12:6～18）

獣である反キリストの台頭と世界統一国家の完成（黙 13:1～10）

主が来られる日に備えて（黙 13:11～18）

御国の到来までの「七つの布告」（黙 14:1～20）

神の激しい御怒り「七つの鉢」の裁きが始まる（黙 15:1～16:11）

イスラエルの民を抹殺するためのハルマゲドン会議（黙 16:12～16）

第七の鉢で最後の御怒りが注がれる―「事は成就した」（黙 16:17～21）

大患難時代前半の大バビロン―世界を支配している大淫婦と反キリストの秘儀（黙 17:1～8）

全世界の支配権が反キリストに渡される（黙 17:9～18）

主があなたとともにおられる（黙 18:1～8）

この都のことで喜びなさい～神によって裁きを宣告された大バビロン～（黙 18:9～24）

最高の「ハレルヤ！」と再臨のイエス様の到来（黙 19:1～10）

主の復讐の日があり、主イエスのあがないの年が来た（黙 19:11～21）

千年王国の始まりと第一の復活（黙 20:1～6）

キリストによる千年王国の統治が始まる（黙 20:7～10）

信者と不信者が入り交じる千年王国（黙 20:7～21:1）

宝石と鉱石のエデンの園　天の生き物ケルブであったサタンの高ぶり（黙 21:1）

天のエルサレムと地のエルサレムが一つになる時（黙 21:1～11）

永遠の神の都、新しいエルサレムが降ってくる（黙 21:12～27）

イエス様はすぐに来られる―「主よ、来てください！」（黙 22:1～21）

『しかり。わたしはすぐに来る。』
アーメン。主イエスよ、来てください。

ヨハネの黙示録 22章20節

人間との仕切りとなっています。同じように、
荒野の幕屋で、神様のご臨在が現れる至聖
所と聖所の間の垂れ幕に、ケルビムの絵が
織り込まれました。あの垂れ幕は、光の世
界と闇の世界を仕切るものでした。

ヘブル人の手紙10章20節、「イエスはご
自分の肉体という垂れ幕を通して、私たちの
ためにこの新しい生ける道を設けてくださっ
たのです」。あの垂れ幕は、イエス・キリス
トの御体の象徴だったのです。

マタイの福音書27章50節と51節、「その
とき、イエスはもう一度大声で叫んで、息を
引き取られた。すると、見よ。神殿の幕が
上から下まで真っ二つに裂けた」と記されて
いるように、十字架を通して、闇の世界と光
の世界の隔たりを取り除いてくださいました。

新しいエルサレムの命の木
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）22章1節
と2節、「御使いはまた、私に水晶のように
光るいのちの水の川を見せた。それは神と
小羊との御座から出て、都の大通りの中央
を流れていた。川の両岸には、いのちの木
があって、十二種の実がなり、毎月、実が
できた。また、その木の葉は諸国の民をい
やした」

1節と2節で、「御使いはまた、私に水晶
のように光るいのちの水の川を見せた。それ
は神と小羊との御座から出て、都の大通りの
中央を流れていた」とあります。都の中央通
りは、ガラスのような純金で、大通りの中央
に、水晶のように光り輝く川が流れています。
それは、父なる神様とイエス様の御座から流
れ出ている命の水です。

2節では、「川の両岸には、いのちの木が
あって、十二種の実がなり、毎月、実ができ
た。また、その木の葉は諸国の民をいやし
た」と、アダムとエバが創造された時、エデ
ンの園にあった木です。アダムとエバは、
罪を犯して永遠の命を保ってくれる、命の
木から実を取って食べることが禁じられま
した。

創世記3章24節、「こうして、神は人を追
放して、いのちの木への道を守るために、エ
デンの園の東に、ケルビムと輪を描いて回る
炎の剣を置かれた」

神様のご臨在のある、命の木があったエ
デンの園から、人間は追放されました。ケル
ビムが神様のご臨在の場所と、罪を犯した

新しいエルサレムでは、神様と人間を仕切
るものは、何もありません。再び、命の木の
所に戻れたのです。両岸にある命の木は12
種類もの実を毎月実らせます。これは、永遠
の神の都に食物があることと、時間があるこ
とを語っています。毎月と言っていますから、
何らかのカレンダーがあると思われます。

黙示録22章2節、「その木の葉は諸国の
民をいやした」。罪も呪いもない世界で、病
気はありません。ある神学者たちは、この木
の葉は、リハビリのような癒やしの力があり、
他の人より金持ちになりたいとか、他の人を
うらやましく思うような、再び罪に戻るよう
な思いが決して起こらないように、いつも聖
く正しく、喜びと祝福をもって、神様に仕え
ることが永遠に続く基と考えています。

もはや夜はない
黙示録22章3節から5節、「もはや、のろ

われるものは何もない。神と小羊との御座が
都の中にあって、そのしもべたちは神に仕え、
神の御顔を仰ぎ見る。また、彼らの額には
神の名がついている。もはや夜がない。神
である主が彼らを照らされるので、彼らには
ともしびの光も太陽の光もいらない。彼らは
永遠に王である」

3節と4節で、「のろわれるものは何もない。
神と小羊との御座が都の中にあって、そのし
もべたちは神に仕え、神の御顔を仰ぎ見る」
と言っています。永遠の神の都では、すべて
の呪いが、完全になくなります。私たち一人
ひとりが、神様と顔と顔を合わせて、仕える
ことができます。

5節では、「もはや夜がない。神である主
が彼らを照らされるので、彼らにはともしび
の光も太陽の光もいらない」のです。夜がな
いとは、もう罪はないことを表しています。
夜があるから、光が必要でした。もはや、罪
はありません。神様のシャカイナグローリーの
御光は、全地球を包んでいると考えられます。

これらの預言は信ずべきもの
黙示録22章6節、「御使いはまた私に、

『これらのことばは、信ずべきものであり、

また、テサロニケ人への手紙 第一4章で、
主が私たち教会を、迎えに来てくださるお約
束があります。

それがいつであるのか、多くの神学者たち
がいろいろと語っていますが、実際のところ、
いつなのかは分かりません。私たち、主を信
じる者は、主がいつ来られてもよいように、
心を構えていなければなりません。

黙示録3章11節で、「わたしは、すぐに来
る。あなたの冠をだれにも奪われないように、
あなたの持っているものをしっかりと持って
いなさい」と、励ましてくださっています。主
はここでも、「わたしは、すぐに来る」とおっ
しゃっています。

神学者の中には、黙示録の「後に起こる
こと」と言われている出来事が起こり始めた
ら、7年間の期間の終わりでご再臨が来ま
すから、そのことを示しているのだと考えて
います。これは、瓶のふたを開いて注ぎ始
めたら、すぐ空になるという意味を表してい
るのです。

8節で、「これらのことを聞き、また見た
のは私ヨハネである」と、ヨハネは黙示録に
書かれている預言と幻を、実際に聞き、そ
の目で見たのです。ヨハネはこれらのこと
を信じるべき真実であることを確証してい
ます。

真実なのです』と言った。預言者たちのたま
しいの神である主は、その御使いを遣わし、
すぐに起こるべき事を、そのしもべたちに示
そうとされたのである」

黙示録を書いたヨハネが、これらのことを
聞き、そして見たのです。黙示録に書かれて
いるすべてが、信ずべき、真実なのです。聖
書の預言は100％成就いたします。

「主よ。来てください」
黙示録22章7節から9節、「見よ。わたし

はすぐに来る。この書の預言のことばを堅く
守る者は、幸いである。』これらのことを聞き、
また見たのは私ヨハネである。私が聞き、ま
た見たとき、それらのことを示してくれた御
使いの足もとに、ひれ伏して拝もうとした。
すると、彼は私に言った。『やめなさい。私は、
あなたや、あなたの兄弟である預言者たちや、
この書のことばを堅く守る人々と同じしもべ
です。神を拝みなさい』」

7節で、「見よ。わたしはすぐに来る。この
書の預言のことばを固く守る者は、幸いであ
る」と言われましたが、その「すぐに来る」と
いうことが言われてから、約2千年が経ちま
した。死亡率100％の私たち人間は、現在
では主がいつ来られてもよいように、主のみ
ことばを固く守って歩まなければなりません。

マタイの福音書16章28節で、「まことに、
あなたがたに告げます。ここに立っている
人々の中には、人の子が御国とともに来るの
を見るまでは、決して死を味わわない人々が
います」と言われたのは、ヨハネのことです。
黙示録の幻を見、それを書き留めるまで死
ななかったのは、弟子の中で唯一殉教しな
かったヨハネです。

同じく黙示録22章8節でヨハネは、「私が
聞き、また見たとき、それらのことを示してく
れた御使いの足もとに、ひれ伏して拝もうとし
た」、しかし恐ろしく尊い預言と幻を見て、錯
覚を起こし、御使いに対してひれ伏しています。

9節で、「やめなさい。私は、あなたや、
あなたの兄弟である預言者たちや、この書
のことばを堅く守る人々と同じしもべです。
神を拝みなさい」とヨハネに告げました。唯
一、真の神様のみ拝まなければなりません。
そして、聖書に書かれているみことばを固く
守る者が、神様のしもべなのです。御使いも
人間も差別はありません。

この預言を封じるな
黙示録22章10節から15節、「また、彼は

私に言った。『この書の預言のことばを封じ
てはいけない。時が近づいているからである。
不正を行う者はますます不正を行い、汚れ
た者はますます汚れを行いなさい。正しい者
はいよいよ正しいことを行い、聖徒はいよい
よ聖なるものとされなさい。』 『見よ。わたし
はすぐに来る。わたしはそれぞれのしわざに
応じて報いるために、わたしの報いを携えて
来る。わたしはアルファであり、オメガである。
最初であり、最後である。初めであり、終わ
りである。』 自分の着物を洗って、いのちの
木の実を食べる権利を与えられ、門を通って
都に入れるようになる者は、幸いである。犬
ども、魔術を行う者、不品行の者、人殺し、
偶像を拝む者、好んで偽りを行う者はみな、
外に出される」

ダニエルが受けた預言の範囲があまりにも
広く、ダニエルには意味が分からなかったこ
とでしょう。分からないままに封じておくこ
とが、命令されています。この預言では、「多
くの者は知識を増そうと探り回ろう」と、御
使いがヨハネに告げています。今現代の人々
は知識が増しており、まさにこの預言の成就
だと言えるでしょう。

　
黙示録22章11節では、「不正を行う者は

ますます不正を行い、汚れた者はますます汚
れを行いなさい」とあります。終末の時代に
は、不正も汚れも、ますますひどくなります。
まさに、私たちはそのような時代に生きてい
るのです。

11節で、「正しい者はいよいよ正しいこと
を行い、聖徒はいよいよ聖なるものとされな
さい」と、神様に従う者たちが、ますます聖
書の学びを深くしていっています。

12節では、「見よ。わたしはすぐに来る。
わたしはそれぞれのしわざに応じて報いるた
めに、わたしの報いを携えて来る」と言われ
ています。キリストに従う者と、反キリスト
に従う者の間がますます明らかになっている
時代です。羊とヤギが分けられるように、私
たちの目にもはっきり見えるほどの時代です。

主はみことばどおりに審判を携えてこられ
ます。これから、いよいよ厳しくなる時代で
すが、主にしがみついて、横道にそれずに
歩んでゆきましょう。耐えられない思いをす
る時には、主の御名を呼ぶ者に、力を与え
てくださいます。

10節で「この書の預言のことばを封じては
いけない。時が近づいているからである」と、
黙示録を封じてはいけないと命令されていま
すが、ほとんどの人が黙示録の学びを批判
したり止めたりしてきました。

黙示録1章3節で、「この預言のことばを
朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれ
ていることを心に留める人々は幸いである。
時が近づいているからである」、こうして黙示
録を朗読し、読む者、このみことばを聞く者
は祝福を受けるという約束です。

ダニエル書では、黙示録によく似た「終わ
りの日」の預言です。しかし、黙示録とは反
対に、封じておくべき預言だと命じられてい
ます。

ダニエル書12章4節、「ダニエルよ。あな
たは終わりの時まで、このことばを秘めてお
き、この書を封じておけ。多くの者は知識を
増そうと探り回ろう」

14節で、「自分の着物を洗って、いのちの
木の実を食べる権利を与えられ、門を通って
都に入れるようになる者は、幸いである」とあ
ります。主を信じる者に与えられるご褒美は、
想像を超える新しいエルサレムです。油断せ
ずに、真珠の門をくぐれる者となりましょう。

15節ではこう言われています。「犬ども、
魔術を行う者、不品行の者、人殺し、偶像
を拝む者、好んで偽りを行う者はみな、外に
出される」と。

これは新しいエルサレムの門の外で、中に
入れない人々がいるのではありません。神の
都の外に出される者は、自由意思によって、
神様から遠ざかった者です。火の池に入った
者です。私たちは、油断せずに祈って歩みま
しょう。そして、たくさん伝道しましょう。

黙示録22章16節と17節、「わたし、イエ
スは御使いを遣わして、諸教会について、こ
れらのことをあなたがたにあかしした。わた
しはダビデの根、また子孫、輝く明けの明
星である。」 御霊も花嫁も言う。『来てくださ
い。』これを聞く者は、『来てください』と言い
なさい。渇く者は来なさい。いのちの水がほ
しい者は、それをただで受けなさい」

16節で、「わたしはダビデの根、また子孫、
輝く明けの明星である」と言われています。
人間的イエス様は、永遠から永遠に存在な
さる神様で、私たちのために、ダビデの子
孫として、ベツレヘムでお生まれになってく
ださった神様です。この永遠から永遠に存在
する「輝く明けの明星」です。サタンは、自
分が「輝く明けの明星」になりたいと思い、
罪を犯した者です（イザ14:12）。

イエス・キリストは、永久から永久まで存
在なさる神様で、シャカイナグローリーご自
身です。

17節で、「御霊も花嫁も言う。『来てくだ
さい。』これを聞く者は、『来てください』と言
いなさい。渇く者は来なさい。いのちの水が
ほしい者は、それをただで受けなさい」、そ
のように救いを与える招きです。イエス・キ
リストのご再臨を待ち望む者こそ、命の水を

この二つの警告を、全聖書に当てはめる
神学者がいます。黙示録は、全聖書の最後
に書かれている預言で、約550箇所が旧約
聖書と重なっています。黙示録を受け入れな
い人々が旧約聖書を、今も神のみことばと見
なしていない場合があります。

20節で、「これらのことをあかしする方が
こう言われる。『しかり。わたしはすぐに来
る。』アーメン。主イエスよ、来てください」、
この主のことばで始まり、このことばで終わ
りました。このことばは、皮袋や瓶に入って
いる水を注ぎ始めると間もなく空になる速さ
を例えています。

黙示録に書かれている預言が始まったら、
間もなく主が来られるという意味です。黙示
録を証しされた方はイエス様です。イエス様
は、もうすぐご再臨なさいます。「主イエスよ、
来てください！」と叫びましょう。
 

20節と21節、「主イエスよ、来てください。
主イエスの恵みがすべての者とともにあるよ
うに」、黙示録の学びに参加してくださった
皆々様に、1章3節、「この預言のことばを
朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれ
ていることを心に留める人々は幸いである。
時が近づいているからである」とのみことば
をお伝えいたしました。

3節にある「幸い」、この書を学ぶ者に与
えられるギリシャ語の「マカリオス（最高の幸
福）」の、錆びない健康と主による祝福が永
遠にありますように。アーメン。

在主

受け、新しいエルサレムに招かれる者です。
「来てください！」と叫びましょう。
  

黙示録2章18節から21節、「私は、この
書の預言のことばを聞くすべての者にあかし
する。もし、これにつけ加える者があれば、
神はこの書に書いてある災害をその人に加え
られる。また、この預言の書のことばを少し
でも取り除く者があれば、神は、この書に書
いてあるいのちの木と聖なる都から、その人
の受ける分を取り除かれる。これらのことを
あかしする方がこう言われる。『しかり。わた
しはすぐに来る。』アーメン。主イエスよ、来
てください。主イエスの恵みがすべての者と
ともにあるように。アーメン」

二つの警告
第一の警告：18節、「この書の預言のこ

とばを聞くすべての者にあかしする。もし、
これにつけ加える者があれば、神はこの書に
書いてある災害をその人に加えられる」

もし、この黙示録の預言に付け加えたの
なら、災害が付け加えられる。火の池に入
ることを語っています。

第二の警告：19節、「また、この預言の
書のことばを少しでも取り除く者があれば、
神は、この書に書いてあるいのちの木と聖な
る都から、その人の受ける分を取り除かれる」

この黙示録の預言を少しでも省く者には、
新しいエルサレムには入れないということで
す。どちらも、救われていないのと同じです。
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天で見る未来の幻、この後に必ず起こる事、四つの生き物と翼のある天の生き物。（黙 4:1～11）

天の巻物、封印が解かれる（黙 5:1～9）

ほふられた小羊への賛美・第 1の封印が解かれる（黙 5:11～6:2）

ダニエル書の七十週の学び（ダニエル 9:24～27）

大バビロン、なぜ大患難時代があるのか、第 2・第 3・第 4の封印（黙 6:3～8）

第 5の封印、第 6の封印、終末の伝道師たち（黙 6:9～7:17）

第 7の封印、第 1から第 4のラッパ、三つの災い（黙 8:1～13）

第 1の災い、第 5のラッパ（黙 9:1～12）

第 2の災い、第 6のラッパ、ヨハネのみ理解ができる七つの雷（黙 9:13～10:6）

第 3の災い、第7のラッパ―腹に苦い巻物、第三神殿と神殿の丘、反キリストによって建てられる第三神殿（黙10:7～11:2）

二人の証人（黙 11:3～5）

二人の証人の復活（黙 11:6～13）

大患難時代 7年間の中間の時（黙 11:14～12:5）

反キリストの迫害に追われたイスラエルの民の逃亡場所（黙 12:6～18）

獣である反キリストの台頭と世界統一国家の完成（黙 13:1～10）

主が来られる日に備えて（黙 13:11～18）

御国の到来までの「七つの布告」（黙 14:1～20）

神の激しい御怒り「七つの鉢」の裁きが始まる（黙 15:1～16:11）

イスラエルの民を抹殺するためのハルマゲドン会議（黙 16:12～16）

第七の鉢で最後の御怒りが注がれる―「事は成就した」（黙 16:17～21）

大患難時代前半の大バビロン―世界を支配している大淫婦と反キリストの秘儀（黙 17:1～8）

全世界の支配権が反キリストに渡される（黙 17:9～18）

主があなたとともにおられる（黙 18:1～8）

この都のことで喜びなさい～神によって裁きを宣告された大バビロン～（黙 18:9～24）

最高の「ハレルヤ！」と再臨のイエス様の到来（黙 19:1～10）

主の復讐の日があり、主イエスのあがないの年が来た（黙 19:11～21）

千年王国の始まりと第一の復活（黙 20:1～6）

キリストによる千年王国の統治が始まる（黙 20:7～10）

信者と不信者が入り交じる千年王国（黙 20:7～21:1）

宝石と鉱石のエデンの園　天の生き物ケルブであったサタンの高ぶり（黙 21:1）

天のエルサレムと地のエルサレムが一つになる時（黙 21:1～11）

永遠の神の都、新しいエルサレムが降ってくる（黙 21:12～27）

イエス様はすぐに来られる―「主よ、来てください！」（黙 22:1～21）

『しかり。わたしはすぐに来る。』
アーメン。主イエスよ、来てください。

ヨハネの黙示録 22章20節

人間との仕切りとなっています。同じように、
荒野の幕屋で、神様のご臨在が現れる至聖
所と聖所の間の垂れ幕に、ケルビムの絵が
織り込まれました。あの垂れ幕は、光の世
界と闇の世界を仕切るものでした。

ヘブル人の手紙10章20節、「イエスはご
自分の肉体という垂れ幕を通して、私たちの
ためにこの新しい生ける道を設けてくださっ
たのです」。あの垂れ幕は、イエス・キリス
トの御体の象徴だったのです。

マタイの福音書27章50節と51節、「その
とき、イエスはもう一度大声で叫んで、息を
引き取られた。すると、見よ。神殿の幕が
上から下まで真っ二つに裂けた」と記されて
いるように、十字架を通して、闇の世界と光
の世界の隔たりを取り除いてくださいました。

新しいエルサレムの命の木
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）22章1節
と2節、「御使いはまた、私に水晶のように
光るいのちの水の川を見せた。それは神と
小羊との御座から出て、都の大通りの中央
を流れていた。川の両岸には、いのちの木
があって、十二種の実がなり、毎月、実が
できた。また、その木の葉は諸国の民をい
やした」

1節と2節で、「御使いはまた、私に水晶
のように光るいのちの水の川を見せた。それ
は神と小羊との御座から出て、都の大通りの
中央を流れていた」とあります。都の中央通
りは、ガラスのような純金で、大通りの中央
に、水晶のように光り輝く川が流れています。
それは、父なる神様とイエス様の御座から流
れ出ている命の水です。

2節では、「川の両岸には、いのちの木が
あって、十二種の実がなり、毎月、実ができ
た。また、その木の葉は諸国の民をいやし
た」と、アダムとエバが創造された時、エデ
ンの園にあった木です。アダムとエバは、
罪を犯して永遠の命を保ってくれる、命の
木から実を取って食べることが禁じられま
した。

創世記3章24節、「こうして、神は人を追
放して、いのちの木への道を守るために、エ
デンの園の東に、ケルビムと輪を描いて回る
炎の剣を置かれた」

神様のご臨在のある、命の木があったエ
デンの園から、人間は追放されました。ケル
ビムが神様のご臨在の場所と、罪を犯した

新しいエルサレムでは、神様と人間を仕切
るものは、何もありません。再び、命の木の
所に戻れたのです。両岸にある命の木は12
種類もの実を毎月実らせます。これは、永遠
の神の都に食物があることと、時間があるこ
とを語っています。毎月と言っていますから、
何らかのカレンダーがあると思われます。

黙示録22章2節、「その木の葉は諸国の
民をいやした」。罪も呪いもない世界で、病
気はありません。ある神学者たちは、この木
の葉は、リハビリのような癒やしの力があり、
他の人より金持ちになりたいとか、他の人を
うらやましく思うような、再び罪に戻るよう
な思いが決して起こらないように、いつも聖
く正しく、喜びと祝福をもって、神様に仕え
ることが永遠に続く基と考えています。

もはや夜はない
黙示録22章3節から5節、「もはや、のろ

われるものは何もない。神と小羊との御座が
都の中にあって、そのしもべたちは神に仕え、
神の御顔を仰ぎ見る。また、彼らの額には
神の名がついている。もはや夜がない。神
である主が彼らを照らされるので、彼らには
ともしびの光も太陽の光もいらない。彼らは
永遠に王である」

3節と4節で、「のろわれるものは何もない。
神と小羊との御座が都の中にあって、そのし
もべたちは神に仕え、神の御顔を仰ぎ見る」
と言っています。永遠の神の都では、すべて
の呪いが、完全になくなります。私たち一人
ひとりが、神様と顔と顔を合わせて、仕える
ことができます。

5節では、「もはや夜がない。神である主
が彼らを照らされるので、彼らにはともしび
の光も太陽の光もいらない」のです。夜がな
いとは、もう罪はないことを表しています。
夜があるから、光が必要でした。もはや、罪
はありません。神様のシャカイナグローリーの
御光は、全地球を包んでいると考えられます。

これらの預言は信ずべきもの
黙示録22章6節、「御使いはまた私に、

『これらのことばは、信ずべきものであり、

また、テサロニケ人への手紙 第一4章で、
主が私たち教会を、迎えに来てくださるお約
束があります。

それがいつであるのか、多くの神学者たち
がいろいろと語っていますが、実際のところ、
いつなのかは分かりません。私たち、主を信
じる者は、主がいつ来られてもよいように、
心を構えていなければなりません。

黙示録3章11節で、「わたしは、すぐに来
る。あなたの冠をだれにも奪われないように、
あなたの持っているものをしっかりと持って
いなさい」と、励ましてくださっています。主
はここでも、「わたしは、すぐに来る」とおっ
しゃっています。

神学者の中には、黙示録の「後に起こる
こと」と言われている出来事が起こり始めた
ら、7年間の期間の終わりでご再臨が来ま
すから、そのことを示しているのだと考えて
います。これは、瓶のふたを開いて注ぎ始
めたら、すぐ空になるという意味を表してい
るのです。

8節で、「これらのことを聞き、また見た
のは私ヨハネである」と、ヨハネは黙示録に
書かれている預言と幻を、実際に聞き、そ
の目で見たのです。ヨハネはこれらのこと
を信じるべき真実であることを確証してい
ます。

真実なのです』と言った。預言者たちのたま
しいの神である主は、その御使いを遣わし、
すぐに起こるべき事を、そのしもべたちに示
そうとされたのである」

黙示録を書いたヨハネが、これらのことを
聞き、そして見たのです。黙示録に書かれて
いるすべてが、信ずべき、真実なのです。聖
書の預言は100％成就いたします。

「主よ。来てください」
黙示録22章7節から9節、「見よ。わたし

はすぐに来る。この書の預言のことばを堅く
守る者は、幸いである。』これらのことを聞き、
また見たのは私ヨハネである。私が聞き、ま
た見たとき、それらのことを示してくれた御
使いの足もとに、ひれ伏して拝もうとした。
すると、彼は私に言った。『やめなさい。私は、
あなたや、あなたの兄弟である預言者たちや、
この書のことばを堅く守る人々と同じしもべ
です。神を拝みなさい』」

7節で、「見よ。わたしはすぐに来る。この
書の預言のことばを固く守る者は、幸いであ
る」と言われましたが、その「すぐに来る」と
いうことが言われてから、約2千年が経ちま
した。死亡率100％の私たち人間は、現在
では主がいつ来られてもよいように、主のみ
ことばを固く守って歩まなければなりません。

マタイの福音書16章28節で、「まことに、
あなたがたに告げます。ここに立っている
人々の中には、人の子が御国とともに来るの
を見るまでは、決して死を味わわない人々が
います」と言われたのは、ヨハネのことです。
黙示録の幻を見、それを書き留めるまで死
ななかったのは、弟子の中で唯一殉教しな
かったヨハネです。

同じく黙示録22章8節でヨハネは、「私が
聞き、また見たとき、それらのことを示してく
れた御使いの足もとに、ひれ伏して拝もうとし
た」、しかし恐ろしく尊い預言と幻を見て、錯
覚を起こし、御使いに対してひれ伏しています。

9節で、「やめなさい。私は、あなたや、
あなたの兄弟である預言者たちや、この書
のことばを堅く守る人々と同じしもべです。
神を拝みなさい」とヨハネに告げました。唯
一、真の神様のみ拝まなければなりません。
そして、聖書に書かれているみことばを固く
守る者が、神様のしもべなのです。御使いも
人間も差別はありません。

この預言を封じるな
黙示録22章10節から15節、「また、彼は

私に言った。『この書の預言のことばを封じ
てはいけない。時が近づいているからである。
不正を行う者はますます不正を行い、汚れ
た者はますます汚れを行いなさい。正しい者
はいよいよ正しいことを行い、聖徒はいよい
よ聖なるものとされなさい。』 『見よ。わたし
はすぐに来る。わたしはそれぞれのしわざに
応じて報いるために、わたしの報いを携えて
来る。わたしはアルファであり、オメガである。
最初であり、最後である。初めであり、終わ
りである。』 自分の着物を洗って、いのちの
木の実を食べる権利を与えられ、門を通って
都に入れるようになる者は、幸いである。犬
ども、魔術を行う者、不品行の者、人殺し、
偶像を拝む者、好んで偽りを行う者はみな、
外に出される」

ダニエルが受けた預言の範囲があまりにも
広く、ダニエルには意味が分からなかったこ
とでしょう。分からないままに封じておくこ
とが、命令されています。この預言では、「多
くの者は知識を増そうと探り回ろう」と、御
使いがヨハネに告げています。今現代の人々
は知識が増しており、まさにこの預言の成就
だと言えるでしょう。

　
黙示録22章11節では、「不正を行う者は

ますます不正を行い、汚れた者はますます汚
れを行いなさい」とあります。終末の時代に
は、不正も汚れも、ますますひどくなります。
まさに、私たちはそのような時代に生きてい
るのです。

11節で、「正しい者はいよいよ正しいこと
を行い、聖徒はいよいよ聖なるものとされな
さい」と、神様に従う者たちが、ますます聖
書の学びを深くしていっています。

12節では、「見よ。わたしはすぐに来る。
わたしはそれぞれのしわざに応じて報いるた
めに、わたしの報いを携えて来る」と言われ
ています。キリストに従う者と、反キリスト
に従う者の間がますます明らかになっている
時代です。羊とヤギが分けられるように、私
たちの目にもはっきり見えるほどの時代です。

主はみことばどおりに審判を携えてこられ
ます。これから、いよいよ厳しくなる時代で
すが、主にしがみついて、横道にそれずに
歩んでゆきましょう。耐えられない思いをす
る時には、主の御名を呼ぶ者に、力を与え
てくださいます。

10節で「この書の預言のことばを封じては
いけない。時が近づいているからである」と、
黙示録を封じてはいけないと命令されていま
すが、ほとんどの人が黙示録の学びを批判
したり止めたりしてきました。

黙示録1章3節で、「この預言のことばを
朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれ
ていることを心に留める人々は幸いである。
時が近づいているからである」、こうして黙示
録を朗読し、読む者、このみことばを聞く者
は祝福を受けるという約束です。

ダニエル書では、黙示録によく似た「終わ
りの日」の預言です。しかし、黙示録とは反
対に、封じておくべき預言だと命じられてい
ます。

ダニエル書12章4節、「ダニエルよ。あな
たは終わりの時まで、このことばを秘めてお
き、この書を封じておけ。多くの者は知識を
増そうと探り回ろう」

14節で、「自分の着物を洗って、いのちの
木の実を食べる権利を与えられ、門を通って
都に入れるようになる者は、幸いである」とあ
ります。主を信じる者に与えられるご褒美は、
想像を超える新しいエルサレムです。油断せ
ずに、真珠の門をくぐれる者となりましょう。

15節ではこう言われています。「犬ども、
魔術を行う者、不品行の者、人殺し、偶像
を拝む者、好んで偽りを行う者はみな、外に
出される」と。

これは新しいエルサレムの門の外で、中に
入れない人々がいるのではありません。神の
都の外に出される者は、自由意思によって、
神様から遠ざかった者です。火の池に入った
者です。私たちは、油断せずに祈って歩みま
しょう。そして、たくさん伝道しましょう。

黙示録22章16節と17節、「わたし、イエ
スは御使いを遣わして、諸教会について、こ
れらのことをあなたがたにあかしした。わた
しはダビデの根、また子孫、輝く明けの明
星である。」 御霊も花嫁も言う。『来てくださ
い。』これを聞く者は、『来てください』と言い
なさい。渇く者は来なさい。いのちの水がほ
しい者は、それをただで受けなさい」

16節で、「わたしはダビデの根、また子孫、
輝く明けの明星である」と言われています。
人間的イエス様は、永遠から永遠に存在な
さる神様で、私たちのために、ダビデの子
孫として、ベツレヘムでお生まれになってく
ださった神様です。この永遠から永遠に存在
する「輝く明けの明星」です。サタンは、自
分が「輝く明けの明星」になりたいと思い、
罪を犯した者です（イザ14:12）。

イエス・キリストは、永久から永久まで存
在なさる神様で、シャカイナグローリーご自
身です。

17節で、「御霊も花嫁も言う。『来てくだ
さい。』これを聞く者は、『来てください』と言
いなさい。渇く者は来なさい。いのちの水が
ほしい者は、それをただで受けなさい」、そ
のように救いを与える招きです。イエス・キ
リストのご再臨を待ち望む者こそ、命の水を

この二つの警告を、全聖書に当てはめる
神学者がいます。黙示録は、全聖書の最後
に書かれている預言で、約550箇所が旧約
聖書と重なっています。黙示録を受け入れな
い人々が旧約聖書を、今も神のみことばと見
なしていない場合があります。

20節で、「これらのことをあかしする方が
こう言われる。『しかり。わたしはすぐに来
る。』アーメン。主イエスよ、来てください」、
この主のことばで始まり、このことばで終わ
りました。このことばは、皮袋や瓶に入って
いる水を注ぎ始めると間もなく空になる速さ
を例えています。

黙示録に書かれている預言が始まったら、
間もなく主が来られるという意味です。黙示
録を証しされた方はイエス様です。イエス様
は、もうすぐご再臨なさいます。「主イエスよ、
来てください！」と叫びましょう。
 

20節と21節、「主イエスよ、来てください。
主イエスの恵みがすべての者とともにあるよ
うに」、黙示録の学びに参加してくださった
皆々様に、1章3節、「この預言のことばを
朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれ
ていることを心に留める人々は幸いである。
時が近づいているからである」とのみことば
をお伝えいたしました。

3節にある「幸い」、この書を学ぶ者に与
えられるギリシャ語の「マカリオス（最高の幸
福）」の、錆びない健康と主による祝福が永
遠にありますように。アーメン。

在主

受け、新しいエルサレムに招かれる者です。
「来てください！」と叫びましょう。
  

黙示録2章18節から21節、「私は、この
書の預言のことばを聞くすべての者にあかし
する。もし、これにつけ加える者があれば、
神はこの書に書いてある災害をその人に加え
られる。また、この預言の書のことばを少し
でも取り除く者があれば、神は、この書に書
いてあるいのちの木と聖なる都から、その人
の受ける分を取り除かれる。これらのことを
あかしする方がこう言われる。『しかり。わた
しはすぐに来る。』アーメン。主イエスよ、来
てください。主イエスの恵みがすべての者と
ともにあるように。アーメン」

二つの警告
第一の警告：18節、「この書の預言のこ

とばを聞くすべての者にあかしする。もし、
これにつけ加える者があれば、神はこの書に
書いてある災害をその人に加えられる」

もし、この黙示録の預言に付け加えたの
なら、災害が付け加えられる。火の池に入
ることを語っています。

第二の警告：19節、「また、この預言の
書のことばを少しでも取り除く者があれば、
神は、この書に書いてあるいのちの木と聖な
る都から、その人の受ける分を取り除かれる」

この黙示録の預言を少しでも省く者には、
新しいエルサレムには入れないということで
す。どちらも、救われていないのと同じです。



始まってしまったらいろいろとシフトや新しい
仕事のフォーメーションやチームが出来てし
まうから、途中で辞めるとたくさんの人に迷
惑をかけてしまう…辞めるなら今だ！」と、辞
表を書いて学長のところに持っていきました。
輪嶋 タイミングも備えられていたのです
ね…。
横田 それだけではないのです。その時の学
長がカトリックのシスターだったのです。私
の話しを聞いてくださった時、「あー、神様
に召されたのですね。そうなったらもうあな
たを止めることできません。示された神様の
道を行ってください」と祝福してくださって…
本当に感動し、感謝しました。
輪嶋 映画「サウンド・オブ・ミュージック」
で、主役の修道女マリアが修道院を出ていく
決心を尼僧長に告げるシーンを思い出し感動
しています、私も今。
横田 輪嶋さんの頭の中も本当に面白い
構造ですよね、いつも感じていますが（笑）。
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主の御名をたたえ、その御心がすべてなることを信じる皆様と共にお祈りいたします。
今月も引き続きオメガ・ジャパン代表の横田聖子牧師先生のお話を伺ってまいります。
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音楽プロデューサー
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聞かせて、あなたの心で  聞こえている主のみことば（第四話）

左から輪嶋東太郎氏、横田聖子師

対談
第一回
（第四話）

輪嶋 聖子先生、ひと月、間が空きましたが、
今月もよろしくお願いいたします。
横田 よろしくお願いいたします。先月はこ
のコーナーをお休みさせていただき、皆さん
ご存知の通りのイスラエルでの状況となりま
したので、パレスチナに関する根源的な意味
を解く栄子先生による原稿を

きゅうきょ

急遽 掲載させ
ていただきました。
輪嶋 本当に、先月号のあの原稿は今のこ
の時代を生きることを許された私たちにとっ
て、まさに知っておくべきものだったと、心
から感謝せずにはいられませんでした。今回
の状況に対しても私自身、もしも聖書預言を
知らないで過ごしていたとしたら、全く右往
左往するばかりだったことと思います。そし
て『シャロームイスラエルSeasonⅠ』での学び
などを通して、世界を覆う反ユダヤ主義と

それに支配されるメディアのあり様を知るこ
とがなければ、毎日目や耳に入ってくる情報
を神様のみことばである聖書視点で精査する
ことができずに、多くの人々と同様「人間的
な正義感」に駆られて「可哀想なパレスチナ、
恐ろしいイスラエル」という

かんぜんちょうあく

勧善懲悪みたい
な状態に置かれていたに違いない、そう思う
と本当に恐ろしくなります。まさにサタンの

「思うつぼ」…改めて感謝があふれてきます。
横田 今、輪嶋さんのおっしゃったようなお
声がたくさん届いています。「オメガ・ジャパ
ンを通しての学びでイスラエルを知って良
かった、黙示録を学んでおいて良かった、ツ
アーに行っていて良かった」等々。
輪嶋 いやー、それ本当に皆さん実感して
らっしゃると思います、まして、こんな時代
に「本当に」なってしまっているのですから。

横田 もう20年以上も前から、特にオメガ
設立当初、栄子先生は「もうすぐすると、きっ
とたくさんの人が黙示録の意味を受け取り、
語り出す日が来るわよ」、そうおっしゃってい
ました。当時は、私自身それを聞いても「え？」
という感覚で、全く現実味がなかったのを覚
えています。ところが、今まさにそのような
状況になっているのですよね。
輪嶋 先月号のあの原稿も私、てっきり今回
の状況に合わせて緊急に書かれたのかと思い
ましたが、何と10年以上も前に書かれたも
のだそうですね。
横田 そうなんですよ！ 今回の事が起こって、
私もすぐに過去の栄子先生の様々な原稿の記
録を繰ってみたのですが、あの原稿を見た時は
本当に驚きました、まるで今日のために神様が
備えてくださったものを見るような感じがして。

輪嶋 本当にそうですよね…。栄子先生はい
つも「やがてこういう時代が来ますよ、こんな
ことが 起きますよ」とさらっと（笑）とおっ
しゃって…。「何でそう言えるんですか？」とお
聞きすると「だって聖書にそう書いてあるんだ
もん」と。まるで「だって、うちのパパがそう
言ってたもん」と語る少女のように…。私は
その様子にいつも、神のことば、今も生きて
働かれる命の力そのものである聖書のみこと
ばに対する絶対的な信頼から来る「安心と平
安に置かれた者」の姿を見るような思いを与
えられます。だから栄子先生は今回の事もあ
る意味もの凄く冷静に受け止め、祈りながら
淡 と々全国を周っていらっしゃるのだろうな、
そう思っています。今回、栄子先生がこんな
に長く日本に滞在して全国で、イスラエル、
聖書預言、終末、黙示録のことを分かち合
いしてくださる「オメガ・グレイス・ジャパンツ
アー」の最中にこの事が起こったのも、そして
その時に栄子先生が日本にいらっしゃること

自体も、本当に不思議な感じがすると同時に、
妙な安心感を覚えたりするんです、何か漬物
石が樽に乗っかった時のような（笑）。
横田 皆さんから頂いている祈りの中で栄子
先生もこのツアーの最中ずっと守られ、お元
気でお務めを果たしていらっしゃいます。い
つも栄子先生がおっしゃる「祈りは必ず聞き
届けられます」という言葉、毎日私自身その
ことを実感する日々が続いています。
輪嶋 その意味でも主にあって、イエス様に
あって、オメガ・ジャパンのこれからの使命、
役割の大きさを、私も改めて受け取らせてい
ただきました。そしてその代表として歩くこと
を神様から託されている聖子先生のお働きに
も、主の恵みがたくさん注がれることを祈ら
ずにはいられません。
横田 ありがとうございます。そのような祈
りを頂く中でこそ、私たちも主にお従い続け
ることができるのですから！本当にうれしい
お言葉です！

学校での職を辞して完全なる献身生活をする
という思いが与えられ、だんだんそれが抑え
られなくなっていったのです。もちろん、お
仕事には何の不満もないどころか、やりがい
と感謝にあふれていたのですが、それよりも
さらに大きな「献身」への思いが自分の中に生
まれた、としか表現できません。
輪嶋 大笑いして、大泣きして、その先には

「変身」ならぬ「献身」だったわけですね…。で
も学校をお辞めになるといっても、すぐに、
というわけにはいかなかったでしょう？
横田 それが、ちょうど4月の新年度、新学
期が始まる前の春休みでした。今、自分自
身に起こっている内面の変革のような、神の
愛をさらに求めて、神ご自身を求める渇望は
これまでに経験したことのない時を過ごして
いましたので、思い切って愛知県にある祈祷
院へ3日間の断食祈祷へ行きました。そして、
戻った後、フルタイムで献身者として生きる
信仰の確信が与えられました。「新学期が

輪嶋 では、では。そのオメガ・ジャパンを
より知るためにも対談を先に進めさせていた
だきますね！
横田 はい、よろしくお願いいたします。

教職から金武バプテスト教会
での奉仕生活へ

輪嶋 前回のお話しの続きを伺っていきたい
のですが。学校でのお勤めを続けていた間に、
初めてと言える「聖霊体験」をされた後、

むさぼ

貪 る
ように聖書を読み、そのうち「黙示録」を読ま
ずにいられなくなって、やがて「献身せずにい
られない」、そのような思いになっていかれた、
というところで終わっていたのですよね。
横田 そうでしたね。お話ししたように、あの
体験の後、霊的な飢え渇きはますます大きく
なっていったんだと思います。沖縄だけでなく、
内地で開催されるさまざまな集会や勉強会に
も休暇を利用して通いました。そのうちに、

金武バプテスト教会での
スキップしたくなるような毎日

輪嶋 そして、いよいよ憧れの（笑）献身生活
に入っていかれたんですね。
横田 はい！ 正直なところ、実際に教職を
離れる時には「辞めたらお給料も、定年した
後の退職金もなくなるぞ」という、ちょっとし
た不安がなかったわけではありませんでした。
しかしそんな不安もどこかへ吹き飛んでしま
うくらい幸せでした。毎日スキップしたいよ
うな気持ちで…金武バプテスト教会では本当
に何でもさせていただきました。もちろん教
会運営に伴うさまざまな事務仕事から、ドラ
イバー役、お掃除役、庭の草取り、本当に
なんでも。そのすべてが喜びでうれしくて、
うれしくて。
輪嶋 へえー！どうしてそんな思いになられ
たんだと思います？
横田 私は主というお方を知って、そのお方
が今も生きて私たちと共にいてくださり、そ
してそのお方が、まどろむこともなく今この
瞬間も私たちのために働いておられる…こん
なに凄いお方がおられることを、私は知って
しまったんです（笑）。そして「私は自分の人
生をこのお方に懸けよう！」と決めて始めた人
生、生活だったからでしょうね。そして聖書
のみことばを通して、瞬間瞬間そのことを肌
で、細胞で感じることができる…みことばそ
のものが「生きた神の命の力」そのものであっ
て、みことばを通して、その命であるお方と
交わることができる…。瞬間瞬間、その実感
の中に置かれていたのですから、それはそれ
は幸せだったと思います。もちろん、それは
今でも途切れることなく私の中にずっと続い
ている、そしてますます大きくなる実感、そ
して喜びなんです。
輪嶋 ハレルヤー！！ お話し聞いている私自
身が、本当に恵みを受けて感動しています！

これまで数回、金武バプテスト教会での聖日
礼拝に参加させていただきましたが、いつも
みんなで賛美を捧げ、そしてただただみこと
ばを分かち合いながら味わう…ありとあらゆ
るソースや味付けを究極まで削ぎ落として素
材だけで勝負するお料理みたいな、そんな
ふうにとってもシンプルな礼拝形式なのも、
聖子先生ご自身のみことばに対する絶対的
な信頼からなのだと、今こうしてお話しを
伺っていて感じました。でもそのことによっ
て、みことば自身が会衆の中を生きて駆け巡
り、霊に命の光を当てるような、本当に不思
議な感覚を受け取ったことを忘れることがで
きません。

ドラマティックな
栄子先生との出会い

輪嶋 そんな献身生活の続く中で、いよいよ
次の劇的な出会い、栄子・スティーブンス先
生現る、ってことになるんですね。
横田 そうなんです（笑）、創造主である神の
つくられる人生とは実に不思議で、そしてア
メージングなものだとつくづく思います。あ
れは1997年の事ですから今からもう26年前
になりますね…当時栄子先生はまだイスラエ
ルに拠点を置きながら、日本でのリバイバル
を願い祈りつつ「BFP（ブリッジス・フォー・
ピース）」の日本支局を設立するため、神様の
人類救済計画におけるイスラエルとユダヤ人
の意味と価値について、全国の教会を一つ
一つ訪ねて説いて周っていらっしゃいました。
その数は800箇所だったそうです。ご主人の
ビル先生と共に、今でいう乗り放題のような
周遊チケットを買われて、荷物を引きながら
一つ一つの教会を…。
輪嶋 そのお姿を想像しただけでも涙が出て
きます…。
横田 本当にそうですよね。その当時、そんな

こと「少しでも知っている」どころか、聞いた
ことすらない、というのが日本の現状だった
ことだと思います。そんな中、栄子先生は
1997年に金武バプテスト教会にも来てくだ
さったのです。この日本の果てのような場所
にまで。
輪嶋 涙が止まらなくなってきた…本当に年の
せいで、涙腺の蓋（ふた）はずれっ放し。神様の
導き、ご計画の何と細やかで大きなことか…
横田 アーメンです。金武バプテスト教会に
最初に来てくださったのは、私がそのお話を
聞く前の年でした。最初の年、そのお話を
聞いたのは恐らく父と母と、ほんの数人の教
会員だけだったと思います。教会全体で聞く
ようなお招きをしなかった、ということです。
ところがそのお話に、父を始めそこにいた皆
が驚き、まさに霊の目が開かれたのだと思
います。今度は父の方から、また次回来日
された時にはぜひもう一度いらしてお話を聞
かせてください、とお招きすることになりま
した。
輪嶋 それが翌年、今度は聖子先生との出
会いになるわけだ、まるでドラマですね…。
横田 その日は、献身生活をしている金武バ
プテスト教会での行事ですから喜びの中で準
備しましたが、私自身は特に大きな期待もな
く「献身生活の一環」として栄子先生をお迎え
しました。ところが！！です。前回お話しした、
初めての聖霊体験をしたあの集会でのように、
その時は一番前の方に座ってお話を伺ってい
るうちに、「えー、何！このお話は！！」という、
驚きと感動とも、本当に言葉では全く表現で
きない思いに圧倒されました。お話が終わっ
た時には、気づいたら涙ボロボロの状態で
講壇の前で「主よ、何でもいいですから、神
の国とそのお働きのためにさせてください」と、
栄子先生と共に主の前にさらなる献身の祈り
を捧げていたのです。

（次回、最終回に続く）

あの学校でその後に就任された学長の方は
教育関係ご出身の方でしたから、あの時あの
シスターが学長だったことも、今思うと私に
とっては本当に神様の祝福でした。辞職を受
け入れたくださったあと、その場でシスター
から修道女への道を

すす

薦められましたけれど、
それはお断りしました（一人で爆笑）
輪嶋 はっきりしてますね～（笑）。
横田 修道院に入りたくなかったわけではな
く、自分の中では、

きん

金 武 バプテスト教会で
献身生活をする、とはっきりと示されていた
からなのです。なぜそうだったのかは今も自
分で考えても分かりません。学校でお勤めを
始めた時には、まさかそんなこと夢にも思っ
ていませんでしたから。
輪嶋 召された時、導かれた時、というのは、
自分の意思や思いとは全然違うものになると
いうことを思わされますね…。
横田 アーメンです。
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輪嶋 いやー、それ本当に皆さん実感して
らっしゃると思います、まして、こんな時代
に「本当に」なってしまっているのですから。

横田 もう20年以上も前から、特にオメガ
設立当初、栄子先生は「もうすぐすると、きっ
とたくさんの人が黙示録の意味を受け取り、
語り出す日が来るわよ」、そうおっしゃってい
ました。当時は、私自身それを聞いても「え？」
という感覚で、全く現実味がなかったのを覚
えています。ところが、今まさにそのような
状況になっているのですよね。
輪嶋 先月号のあの原稿も私、てっきり今回
の状況に合わせて緊急に書かれたのかと思い
ましたが、何と10年以上も前に書かれたも
のだそうですね。
横田 そうなんですよ！ 今回の事が起こって、
私もすぐに過去の栄子先生の様々な原稿の記
録を繰ってみたのですが、あの原稿を見た時は
本当に驚きました、まるで今日のために神様が
備えてくださったものを見るような感じがして。

輪嶋 本当にそうですよね…。栄子先生はい
つも「やがてこういう時代が来ますよ、こんな
ことが 起きますよ」とさらっと（笑）とおっ
しゃって…。「何でそう言えるんですか？」とお
聞きすると「だって聖書にそう書いてあるんだ
もん」と。まるで「だって、うちのパパがそう
言ってたもん」と語る少女のように…。私は
その様子にいつも、神のことば、今も生きて
働かれる命の力そのものである聖書のみこと
ばに対する絶対的な信頼から来る「安心と平
安に置かれた者」の姿を見るような思いを与
えられます。だから栄子先生は今回の事もあ
る意味もの凄く冷静に受け止め、祈りながら
淡 と々全国を周っていらっしゃるのだろうな、
そう思っています。今回、栄子先生がこんな
に長く日本に滞在して全国で、イスラエル、
聖書預言、終末、黙示録のことを分かち合
いしてくださる「オメガ・グレイス・ジャパンツ
アー」の最中にこの事が起こったのも、そして
その時に栄子先生が日本にいらっしゃること

自体も、本当に不思議な感じがすると同時に、
妙な安心感を覚えたりするんです、何か漬物
石が樽に乗っかった時のような（笑）。
横田 皆さんから頂いている祈りの中で栄子
先生もこのツアーの最中ずっと守られ、お元
気でお務めを果たしていらっしゃいます。い
つも栄子先生がおっしゃる「祈りは必ず聞き
届けられます」という言葉、毎日私自身その
ことを実感する日々が続いています。
輪嶋 その意味でも主にあって、イエス様に
あって、オメガ・ジャパンのこれからの使命、
役割の大きさを、私も改めて受け取らせてい
ただきました。そしてその代表として歩くこと
を神様から託されている聖子先生のお働きに
も、主の恵みがたくさん注がれることを祈ら
ずにはいられません。
横田 ありがとうございます。そのような祈
りを頂く中でこそ、私たちも主にお従い続け
ることができるのですから！本当にうれしい
お言葉です！

学校での職を辞して完全なる献身生活をする
という思いが与えられ、だんだんそれが抑え
られなくなっていったのです。もちろん、お
仕事には何の不満もないどころか、やりがい
と感謝にあふれていたのですが、それよりも
さらに大きな「献身」への思いが自分の中に生
まれた、としか表現できません。
輪嶋 大笑いして、大泣きして、その先には

「変身」ならぬ「献身」だったわけですね…。で
も学校をお辞めになるといっても、すぐに、
というわけにはいかなかったでしょう？
横田 それが、ちょうど4月の新年度、新学
期が始まる前の春休みでした。今、自分自
身に起こっている内面の変革のような、神の
愛をさらに求めて、神ご自身を求める渇望は
これまでに経験したことのない時を過ごして
いましたので、思い切って愛知県にある祈祷
院へ3日間の断食祈祷へ行きました。そして、
戻った後、フルタイムで献身者として生きる
信仰の確信が与えられました。「新学期が

輪嶋 では、では。そのオメガ・ジャパンを
より知るためにも対談を先に進めさせていた
だきますね！
横田 はい、よろしくお願いいたします。

教職から金武バプテスト教会
での奉仕生活へ

輪嶋 前回のお話しの続きを伺っていきたい
のですが。学校でのお勤めを続けていた間に、
初めてと言える「聖霊体験」をされた後、

むさぼ

貪 る
ように聖書を読み、そのうち「黙示録」を読ま
ずにいられなくなって、やがて「献身せずにい
られない」、そのような思いになっていかれた、
というところで終わっていたのですよね。
横田 そうでしたね。お話ししたように、あの
体験の後、霊的な飢え渇きはますます大きく
なっていったんだと思います。沖縄だけでなく、
内地で開催されるさまざまな集会や勉強会に
も休暇を利用して通いました。そのうちに、

金武バプテスト教会での
スキップしたくなるような毎日

輪嶋 そして、いよいよ憧れの（笑）献身生活
に入っていかれたんですね。
横田 はい！ 正直なところ、実際に教職を
離れる時には「辞めたらお給料も、定年した
後の退職金もなくなるぞ」という、ちょっとし
た不安がなかったわけではありませんでした。
しかしそんな不安もどこかへ吹き飛んでしま
うくらい幸せでした。毎日スキップしたいよ
うな気持ちで…金武バプテスト教会では本当
に何でもさせていただきました。もちろん教
会運営に伴うさまざまな事務仕事から、ドラ
イバー役、お掃除役、庭の草取り、本当に
なんでも。そのすべてが喜びでうれしくて、
うれしくて。
輪嶋 へえー！どうしてそんな思いになられ
たんだと思います？
横田 私は主というお方を知って、そのお方
が今も生きて私たちと共にいてくださり、そ
してそのお方が、まどろむこともなく今この
瞬間も私たちのために働いておられる…こん
なに凄いお方がおられることを、私は知って
しまったんです（笑）。そして「私は自分の人
生をこのお方に懸けよう！」と決めて始めた人
生、生活だったからでしょうね。そして聖書
のみことばを通して、瞬間瞬間そのことを肌
で、細胞で感じることができる…みことばそ
のものが「生きた神の命の力」そのものであっ
て、みことばを通して、その命であるお方と
交わることができる…。瞬間瞬間、その実感
の中に置かれていたのですから、それはそれ
は幸せだったと思います。もちろん、それは
今でも途切れることなく私の中にずっと続い
ている、そしてますます大きくなる実感、そ
して喜びなんです。
輪嶋 ハレルヤー！！ お話し聞いている私自
身が、本当に恵みを受けて感動しています！

これまで数回、金武バプテスト教会での聖日
礼拝に参加させていただきましたが、いつも
みんなで賛美を捧げ、そしてただただみこと
ばを分かち合いながら味わう…ありとあらゆ
るソースや味付けを究極まで削ぎ落として素
材だけで勝負するお料理みたいな、そんな
ふうにとってもシンプルな礼拝形式なのも、
聖子先生ご自身のみことばに対する絶対的
な信頼からなのだと、今こうしてお話しを
伺っていて感じました。でもそのことによっ
て、みことば自身が会衆の中を生きて駆け巡
り、霊に命の光を当てるような、本当に不思
議な感覚を受け取ったことを忘れることがで
きません。

ドラマティックな
栄子先生との出会い

輪嶋 そんな献身生活の続く中で、いよいよ
次の劇的な出会い、栄子・スティーブンス先
生現る、ってことになるんですね。
横田 そうなんです（笑）、創造主である神の
つくられる人生とは実に不思議で、そしてア
メージングなものだとつくづく思います。あ
れは1997年の事ですから今からもう26年前
になりますね…当時栄子先生はまだイスラエ
ルに拠点を置きながら、日本でのリバイバル
を願い祈りつつ「BFP（ブリッジス・フォー・
ピース）」の日本支局を設立するため、神様の
人類救済計画におけるイスラエルとユダヤ人
の意味と価値について、全国の教会を一つ
一つ訪ねて説いて周っていらっしゃいました。
その数は800箇所だったそうです。ご主人の
ビル先生と共に、今でいう乗り放題のような
周遊チケットを買われて、荷物を引きながら
一つ一つの教会を…。
輪嶋 そのお姿を想像しただけでも涙が出て
きます…。
横田 本当にそうですよね。その当時、そんな

こと「少しでも知っている」どころか、聞いた
ことすらない、というのが日本の現状だった
ことだと思います。そんな中、栄子先生は
1997年に金武バプテスト教会にも来てくだ
さったのです。この日本の果てのような場所
にまで。
輪嶋 涙が止まらなくなってきた…本当に年の
せいで、涙腺の蓋（ふた）はずれっ放し。神様の
導き、ご計画の何と細やかで大きなことか…
横田 アーメンです。金武バプテスト教会に
最初に来てくださったのは、私がそのお話を
聞く前の年でした。最初の年、そのお話を
聞いたのは恐らく父と母と、ほんの数人の教
会員だけだったと思います。教会全体で聞く
ようなお招きをしなかった、ということです。
ところがそのお話に、父を始めそこにいた皆
が驚き、まさに霊の目が開かれたのだと思
います。今度は父の方から、また次回来日
された時にはぜひもう一度いらしてお話を聞
かせてください、とお招きすることになりま
した。
輪嶋 それが翌年、今度は聖子先生との出
会いになるわけだ、まるでドラマですね…。
横田 その日は、献身生活をしている金武バ
プテスト教会での行事ですから喜びの中で準
備しましたが、私自身は特に大きな期待もな
く「献身生活の一環」として栄子先生をお迎え
しました。ところが！！です。前回お話しした、
初めての聖霊体験をしたあの集会でのように、
その時は一番前の方に座ってお話を伺ってい
るうちに、「えー、何！このお話は！！」という、
驚きと感動とも、本当に言葉では全く表現で
きない思いに圧倒されました。お話が終わっ
た時には、気づいたら涙ボロボロの状態で
講壇の前で「主よ、何でもいいですから、神
の国とそのお働きのためにさせてください」と、
栄子先生と共に主の前にさらなる献身の祈り
を捧げていたのです。

（次回、最終回に続く）

あの学校でその後に就任された学長の方は
教育関係ご出身の方でしたから、あの時あの
シスターが学長だったことも、今思うと私に
とっては本当に神様の祝福でした。辞職を受
け入れたくださったあと、その場でシスター
から修道女への道を

すす

薦められましたけれど、
それはお断りしました（一人で爆笑）
輪嶋 はっきりしてますね～（笑）。
横田 修道院に入りたくなかったわけではな
く、自分の中では、

きん

金 武 バプテスト教会で
献身生活をする、とはっきりと示されていた
からなのです。なぜそうだったのかは今も自
分で考えても分かりません。学校でお勤めを
始めた時には、まさかそんなこと夢にも思っ
ていませんでしたから。
輪嶋 召された時、導かれた時、というのは、
自分の意思や思いとは全然違うものになると
いうことを思わされますね…。
横田 アーメンです。



始まってしまったらいろいろとシフトや新しい
仕事のフォーメーションやチームが出来てし
まうから、途中で辞めるとたくさんの人に迷
惑をかけてしまう…辞めるなら今だ！」と、辞
表を書いて学長のところに持っていきました。
輪嶋 タイミングも備えられていたのです
ね…。
横田 それだけではないのです。その時の学
長がカトリックのシスターだったのです。私
の話しを聞いてくださった時、「あー、神様
に召されたのですね。そうなったらもうあな
たを止めることできません。示された神様の
道を行ってください」と祝福してくださって…
本当に感動し、感謝しました。
輪嶋 映画「サウンド・オブ・ミュージック」
で、主役の修道女マリアが修道院を出ていく
決心を尼僧長に告げるシーンを思い出し感動
しています、私も今。
横田 輪嶋さんの頭の中も本当に面白い
構造ですよね、いつも感じていますが（笑）。
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輪嶋 聖子先生、ひと月、間が空きましたが、
今月もよろしくお願いいたします。
横田 よろしくお願いいたします。先月はこ
のコーナーをお休みさせていただき、皆さん
ご存知の通りのイスラエルでの状況となりま
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きゅうきょ

急遽 掲載させ
ていただきました。
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恐ろしいイスラエル」という
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な状態に置かれていたに違いない、そう思う
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かった、黙示録を学んでおいて良かった、ツ
アーに行っていて良かった」等々。
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設立当初、栄子先生は「もうすぐすると、きっ
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語り出す日が来るわよ」、そうおっしゃってい
ました。当時は、私自身それを聞いても「え？」
という感覚で、全く現実味がなかったのを覚
えています。ところが、今まさにそのような
状況になっているのですよね。
輪嶋 先月号のあの原稿も私、てっきり今回
の状況に合わせて緊急に書かれたのかと思い
ましたが、何と10年以上も前に書かれたも
のだそうですね。
横田 そうなんですよ！ 今回の事が起こって、
私もすぐに過去の栄子先生の様々な原稿の記
録を繰ってみたのですが、あの原稿を見た時は
本当に驚きました、まるで今日のために神様が
備えてくださったものを見るような感じがして。

輪嶋 本当にそうですよね…。栄子先生はい
つも「やがてこういう時代が来ますよ、こんな
ことが 起きますよ」とさらっと（笑）とおっ
しゃって…。「何でそう言えるんですか？」とお
聞きすると「だって聖書にそう書いてあるんだ
もん」と。まるで「だって、うちのパパがそう
言ってたもん」と語る少女のように…。私は
その様子にいつも、神のことば、今も生きて
働かれる命の力そのものである聖書のみこと
ばに対する絶対的な信頼から来る「安心と平
安に置かれた者」の姿を見るような思いを与
えられます。だから栄子先生は今回の事もあ
る意味もの凄く冷静に受け止め、祈りながら
淡 と々全国を周っていらっしゃるのだろうな、
そう思っています。今回、栄子先生がこんな
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妙な安心感を覚えたりするんです、何か漬物
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ずにはいられません。
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ることができるのですから！本当にうれしい
お言葉です！

学校での職を辞して完全なる献身生活をする
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さらに大きな「献身」への思いが自分の中に生
まれた、としか表現できません。
輪嶋 大笑いして、大泣きして、その先には

「変身」ならぬ「献身」だったわけですね…。で
も学校をお辞めになるといっても、すぐに、
というわけにはいかなかったでしょう？
横田 それが、ちょうど4月の新年度、新学
期が始まる前の春休みでした。今、自分自
身に起こっている内面の変革のような、神の
愛をさらに求めて、神ご自身を求める渇望は
これまでに経験したことのない時を過ごして
いましたので、思い切って愛知県にある祈祷
院へ3日間の断食祈祷へ行きました。そして、
戻った後、フルタイムで献身者として生きる
信仰の確信が与えられました。「新学期が

輪嶋 では、では。そのオメガ・ジャパンを
より知るためにも対談を先に進めさせていた
だきますね！
横田 はい、よろしくお願いいたします。
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での奉仕生活へ

輪嶋 前回のお話しの続きを伺っていきたい
のですが。学校でのお勤めを続けていた間に、
初めてと言える「聖霊体験」をされた後、
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ように聖書を読み、そのうち「黙示録」を読ま
ずにいられなくなって、やがて「献身せずにい
られない」、そのような思いになっていかれた、
というところで終わっていたのですよね。
横田 そうでしたね。お話ししたように、あの
体験の後、霊的な飢え渇きはますます大きく
なっていったんだと思います。沖縄だけでなく、
内地で開催されるさまざまな集会や勉強会に
も休暇を利用して通いました。そのうちに、
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輪嶋 そして、いよいよ憧れの（笑）献身生活
に入っていかれたんですね。
横田 はい！ 正直なところ、実際に教職を
離れる時には「辞めたらお給料も、定年した
後の退職金もなくなるぞ」という、ちょっとし
た不安がなかったわけではありませんでした。
しかしそんな不安もどこかへ吹き飛んでしま
うくらい幸せでした。毎日スキップしたいよ
うな気持ちで…金武バプテスト教会では本当
に何でもさせていただきました。もちろん教
会運営に伴うさまざまな事務仕事から、ドラ
イバー役、お掃除役、庭の草取り、本当に
なんでも。そのすべてが喜びでうれしくて、
うれしくて。
輪嶋 へえー！どうしてそんな思いになられ
たんだと思います？
横田 私は主というお方を知って、そのお方
が今も生きて私たちと共にいてくださり、そ
してそのお方が、まどろむこともなく今この
瞬間も私たちのために働いておられる…こん
なに凄いお方がおられることを、私は知って
しまったんです（笑）。そして「私は自分の人
生をこのお方に懸けよう！」と決めて始めた人
生、生活だったからでしょうね。そして聖書
のみことばを通して、瞬間瞬間そのことを肌
で、細胞で感じることができる…みことばそ
のものが「生きた神の命の力」そのものであっ
て、みことばを通して、その命であるお方と
交わることができる…。瞬間瞬間、その実感
の中に置かれていたのですから、それはそれ
は幸せだったと思います。もちろん、それは
今でも途切れることなく私の中にずっと続い
ている、そしてますます大きくなる実感、そ
して喜びなんです。
輪嶋 ハレルヤー！！ お話し聞いている私自
身が、本当に恵みを受けて感動しています！

これまで数回、金武バプテスト教会での聖日
礼拝に参加させていただきましたが、いつも
みんなで賛美を捧げ、そしてただただみこと
ばを分かち合いながら味わう…ありとあらゆ
るソースや味付けを究極まで削ぎ落として素
材だけで勝負するお料理みたいな、そんな
ふうにとってもシンプルな礼拝形式なのも、
聖子先生ご自身のみことばに対する絶対的
な信頼からなのだと、今こうしてお話しを
伺っていて感じました。でもそのことによっ
て、みことば自身が会衆の中を生きて駆け巡
り、霊に命の光を当てるような、本当に不思
議な感覚を受け取ったことを忘れることがで
きません。

ドラマティックな
栄子先生との出会い

輪嶋 そんな献身生活の続く中で、いよいよ
次の劇的な出会い、栄子・スティーブンス先
生現る、ってことになるんですね。
横田 そうなんです（笑）、創造主である神の
つくられる人生とは実に不思議で、そしてア
メージングなものだとつくづく思います。あ
れは1997年の事ですから今からもう26年前
になりますね…当時栄子先生はまだイスラエ
ルに拠点を置きながら、日本でのリバイバル
を願い祈りつつ「BFP（ブリッジス・フォー・
ピース）」の日本支局を設立するため、神様の
人類救済計画におけるイスラエルとユダヤ人
の意味と価値について、全国の教会を一つ
一つ訪ねて説いて周っていらっしゃいました。
その数は800箇所だったそうです。ご主人の
ビル先生と共に、今でいう乗り放題のような
周遊チケットを買われて、荷物を引きながら
一つ一つの教会を…。
輪嶋 そのお姿を想像しただけでも涙が出て
きます…。
横田 本当にそうですよね。その当時、そんな

こと「少しでも知っている」どころか、聞いた
ことすらない、というのが日本の現状だった
ことだと思います。そんな中、栄子先生は
1997年に金武バプテスト教会にも来てくだ
さったのです。この日本の果てのような場所
にまで。
輪嶋 涙が止まらなくなってきた…本当に年の
せいで、涙腺の蓋（ふた）はずれっ放し。神様の
導き、ご計画の何と細やかで大きなことか…
横田 アーメンです。金武バプテスト教会に
最初に来てくださったのは、私がそのお話を
聞く前の年でした。最初の年、そのお話を
聞いたのは恐らく父と母と、ほんの数人の教
会員だけだったと思います。教会全体で聞く
ようなお招きをしなかった、ということです。
ところがそのお話に、父を始めそこにいた皆
が驚き、まさに霊の目が開かれたのだと思
います。今度は父の方から、また次回来日
された時にはぜひもう一度いらしてお話を聞
かせてください、とお招きすることになりま
した。
輪嶋 それが翌年、今度は聖子先生との出
会いになるわけだ、まるでドラマですね…。
横田 その日は、献身生活をしている金武バ
プテスト教会での行事ですから喜びの中で準
備しましたが、私自身は特に大きな期待もな
く「献身生活の一環」として栄子先生をお迎え
しました。ところが！！です。前回お話しした、
初めての聖霊体験をしたあの集会でのように、
その時は一番前の方に座ってお話を伺ってい
るうちに、「えー、何！このお話は！！」という、
驚きと感動とも、本当に言葉では全く表現で
きない思いに圧倒されました。お話が終わっ
た時には、気づいたら涙ボロボロの状態で
講壇の前で「主よ、何でもいいですから、神
の国とそのお働きのためにさせてください」と、
栄子先生と共に主の前にさらなる献身の祈り
を捧げていたのです。

（次回、最終回に続く）

あの学校でその後に就任された学長の方は
教育関係ご出身の方でしたから、あの時あの
シスターが学長だったことも、今思うと私に
とっては本当に神様の祝福でした。辞職を受
け入れたくださったあと、その場でシスター
から修道女への道を

すす

薦められましたけれど、
それはお断りしました（一人で爆笑）
輪嶋 はっきりしてますね～（笑）。
横田 修道院に入りたくなかったわけではな
く、自分の中では、

きん

金 武 バプテスト教会で
献身生活をする、とはっきりと示されていた
からなのです。なぜそうだったのかは今も自
分で考えても分かりません。学校でお勤めを
始めた時には、まさかそんなこと夢にも思っ
ていませんでしたから。
輪嶋 召された時、導かれた時、というのは、
自分の意思や思いとは全然違うものになると
いうことを思わされますね…。
横田 アーメンです。

一般社団法人オメガ・ジャパン理事・代表
宗教法人金武バプテスト教会牧師

横田聖子

敬愛するオメガ・ニュースレター
読者の皆様へ

今月も主の御名によって心からの感謝を申し上げます。

一般的によく言われることですが、人は出会いによって育てられ、人生は別れによって深められる、と。イエス様が人と
してこの地に来られ、母マリアと父ヨセフと出会い、使徒たちと出会い、神の国の教えが宣べ伝えられました。そして、
人としてのイエス様と十字架の死を目撃する中で別れました。不安と恐れ、落胆と挫折感、失望感に襲われました。しかし、
復活の主イエス様は、再び、弟子たちのうちに来られて、シャローム・平安があるようにと祈られました（ルカ24章36節）。

そして、その後もう一度、別れの時が訪れます。イエス様は弟子たちの目の前で臨在の雲に包まれ、天に帰られました
（使徒 1 章 9～11 節）。しかし、イエス様は、もう一度戻ってきて私たちを迎えに来ることを約束されています（ヨハネの
福音書14章1～4節）。ここに聖書の真理と愛、希望があります。

創造主がおられます。御子イエス様は今、本来の王の王、万軍の主、大祭司として栄光の神の右の座におられます。
私たちは、聖霊の恵みによって信仰を賜り、イエスを救い主と告白する神の民となりました。

今、世界中の混乱はイエス・キリストの誕生と再臨の現場となるイスラエルへの非難・反ユダヤ主義の正当化へと問題の
視点が移されつつあります。歴史は繰り返されますが、今年の動きは、いよいよ「産みの苦しみ」が激しさを増し、間もなく
天と地が新しくされる時代が近づいたことを痛感いたします（マタイ24章1 ～14 節）。

今月号、オメガ・ニュースレター「Bride」140 号を皆様への感謝と祈りを込めてお届けしております。特に2020 年の
パンデミックの中で必要に迫られスタートした栄子・スティーブンス先生の執筆によるヨハネの黙示録1章から22章までの
巻頭言が、今号で最終号となります。皆様の愛と祈りに支えられて毎月、お届けできましたことを心より御礼と感謝を申し
上げます。

そして、栄子・スティーブンス先生から来日中に、ヨハネの黙示録のティーチングレターがいよいよ最終原稿となった
ことと、現在の世界情勢を受けて、しばらく巻頭言の執筆をお休みしてアメリカへ帰国後、静まり祈りの時を過ごしたいと、
ご本人よりお申し出を受けました。そのため、急なことではありますが、来月号でオメガ・ニュースレター「Bride」の栄子・
スティーブンスによるすべてのティーチングレターを終えさせていただきます。

なお、これまでのバックナンバーはホームページ上ですべてお読みいただけますので、祈りとご理解のほど、どうぞよろ
しくお願いいたします。また、来月号にて、アメリカへ帰国後に皆様へ栄子・スティーブンス先生からのお手紙をお届け
させていただきます。

　　　　　
今月も主なる神の愛と恵みが、皆様お一人おひとりとそのご家族、教会、その仕える地域の上にあり、聖霊の力が勢いを

増して満ちあふれますよう心より祝福をお祈り申し上げます。

「神はそのひとり子を世に遣わし、その方によって私たちにいのちを得させてくださいました。それによって神の愛が私たちに
示されたのです。私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛し、私たちの罪のために、宥めのささげ物としての御子を
遣わされました。ここに愛があるのです」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨハネの手紙 第一 4章9～10節
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始まってしまったらいろいろとシフトや新しい
仕事のフォーメーションやチームが出来てし
まうから、途中で辞めるとたくさんの人に迷
惑をかけてしまう…辞めるなら今だ！」と、辞
表を書いて学長のところに持っていきました。
輪嶋 タイミングも備えられていたのです
ね…。
横田 それだけではないのです。その時の学
長がカトリックのシスターだったのです。私
の話しを聞いてくださった時、「あー、神様
に召されたのですね。そうなったらもうあな
たを止めることできません。示された神様の
道を行ってください」と祝福してくださって…
本当に感動し、感謝しました。
輪嶋 映画「サウンド・オブ・ミュージック」
で、主役の修道女マリアが修道院を出ていく
決心を尼僧長に告げるシーンを思い出し感動
しています、私も今。
横田 輪嶋さんの頭の中も本当に面白い
構造ですよね、いつも感じていますが（笑）。

10

輪嶋 聖子先生、ひと月、間が空きましたが、
今月もよろしくお願いいたします。
横田 よろしくお願いいたします。先月はこ
のコーナーをお休みさせていただき、皆さん
ご存知の通りのイスラエルでの状況となりま
したので、パレスチナに関する根源的な意味
を解く栄子先生による原稿を

きゅうきょ

急遽 掲載させ
ていただきました。
輪嶋 本当に、先月号のあの原稿は今のこ
の時代を生きることを許された私たちにとっ
て、まさに知っておくべきものだったと、心
から感謝せずにはいられませんでした。今回
の状況に対しても私自身、もしも聖書預言を
知らないで過ごしていたとしたら、全く右往
左往するばかりだったことと思います。そし
て『シャロームイスラエルSeasonⅠ』での学び
などを通して、世界を覆う反ユダヤ主義と

それに支配されるメディアのあり様を知るこ
とがなければ、毎日目や耳に入ってくる情報
を神様のみことばである聖書視点で精査する
ことができずに、多くの人々と同様「人間的
な正義感」に駆られて「可哀想なパレスチナ、
恐ろしいイスラエル」という

かんぜんちょうあく

勧善懲悪みたい
な状態に置かれていたに違いない、そう思う
と本当に恐ろしくなります。まさにサタンの

「思うつぼ」…改めて感謝があふれてきます。
横田 今、輪嶋さんのおっしゃったようなお
声がたくさん届いています。「オメガ・ジャパ
ンを通しての学びでイスラエルを知って良
かった、黙示録を学んでおいて良かった、ツ
アーに行っていて良かった」等々。
輪嶋 いやー、それ本当に皆さん実感して
らっしゃると思います、まして、こんな時代
に「本当に」なってしまっているのですから。

横田 もう20年以上も前から、特にオメガ
設立当初、栄子先生は「もうすぐすると、きっ
とたくさんの人が黙示録の意味を受け取り、
語り出す日が来るわよ」、そうおっしゃってい
ました。当時は、私自身それを聞いても「え？」
という感覚で、全く現実味がなかったのを覚
えています。ところが、今まさにそのような
状況になっているのですよね。
輪嶋 先月号のあの原稿も私、てっきり今回
の状況に合わせて緊急に書かれたのかと思い
ましたが、何と10年以上も前に書かれたも
のだそうですね。
横田 そうなんですよ！ 今回の事が起こって、
私もすぐに過去の栄子先生の様々な原稿の記
録を繰ってみたのですが、あの原稿を見た時は
本当に驚きました、まるで今日のために神様が
備えてくださったものを見るような感じがして。

輪嶋 本当にそうですよね…。栄子先生はい
つも「やがてこういう時代が来ますよ、こんな
ことが 起きますよ」とさらっと（笑）とおっ
しゃって…。「何でそう言えるんですか？」とお
聞きすると「だって聖書にそう書いてあるんだ
もん」と。まるで「だって、うちのパパがそう
言ってたもん」と語る少女のように…。私は
その様子にいつも、神のことば、今も生きて
働かれる命の力そのものである聖書のみこと
ばに対する絶対的な信頼から来る「安心と平
安に置かれた者」の姿を見るような思いを与
えられます。だから栄子先生は今回の事もあ
る意味もの凄く冷静に受け止め、祈りながら
淡 と々全国を周っていらっしゃるのだろうな、
そう思っています。今回、栄子先生がこんな
に長く日本に滞在して全国で、イスラエル、
聖書預言、終末、黙示録のことを分かち合
いしてくださる「オメガ・グレイス・ジャパンツ
アー」の最中にこの事が起こったのも、そして
その時に栄子先生が日本にいらっしゃること

自体も、本当に不思議な感じがすると同時に、
妙な安心感を覚えたりするんです、何か漬物
石が樽に乗っかった時のような（笑）。
横田 皆さんから頂いている祈りの中で栄子
先生もこのツアーの最中ずっと守られ、お元
気でお務めを果たしていらっしゃいます。い
つも栄子先生がおっしゃる「祈りは必ず聞き
届けられます」という言葉、毎日私自身その
ことを実感する日々が続いています。
輪嶋 その意味でも主にあって、イエス様に
あって、オメガ・ジャパンのこれからの使命、
役割の大きさを、私も改めて受け取らせてい
ただきました。そしてその代表として歩くこと
を神様から託されている聖子先生のお働きに
も、主の恵みがたくさん注がれることを祈ら
ずにはいられません。
横田 ありがとうございます。そのような祈
りを頂く中でこそ、私たちも主にお従い続け
ることができるのですから！本当にうれしい
お言葉です！

学校での職を辞して完全なる献身生活をする
という思いが与えられ、だんだんそれが抑え
られなくなっていったのです。もちろん、お
仕事には何の不満もないどころか、やりがい
と感謝にあふれていたのですが、それよりも
さらに大きな「献身」への思いが自分の中に生
まれた、としか表現できません。
輪嶋 大笑いして、大泣きして、その先には

「変身」ならぬ「献身」だったわけですね…。で
も学校をお辞めになるといっても、すぐに、
というわけにはいかなかったでしょう？
横田 それが、ちょうど4月の新年度、新学
期が始まる前の春休みでした。今、自分自
身に起こっている内面の変革のような、神の
愛をさらに求めて、神ご自身を求める渇望は
これまでに経験したことのない時を過ごして
いましたので、思い切って愛知県にある祈祷
院へ3日間の断食祈祷へ行きました。そして、
戻った後、フルタイムで献身者として生きる
信仰の確信が与えられました。「新学期が

輪嶋 では、では。そのオメガ・ジャパンを
より知るためにも対談を先に進めさせていた
だきますね！
横田 はい、よろしくお願いいたします。

教職から金武バプテスト教会
での奉仕生活へ

輪嶋 前回のお話しの続きを伺っていきたい
のですが。学校でのお勤めを続けていた間に、
初めてと言える「聖霊体験」をされた後、

むさぼ

貪 る
ように聖書を読み、そのうち「黙示録」を読ま
ずにいられなくなって、やがて「献身せずにい
られない」、そのような思いになっていかれた、
というところで終わっていたのですよね。
横田 そうでしたね。お話ししたように、あの
体験の後、霊的な飢え渇きはますます大きく
なっていったんだと思います。沖縄だけでなく、
内地で開催されるさまざまな集会や勉強会に
も休暇を利用して通いました。そのうちに、

金武バプテスト教会での
スキップしたくなるような毎日

輪嶋 そして、いよいよ憧れの（笑）献身生活
に入っていかれたんですね。
横田 はい！ 正直なところ、実際に教職を
離れる時には「辞めたらお給料も、定年した
後の退職金もなくなるぞ」という、ちょっとし
た不安がなかったわけではありませんでした。
しかしそんな不安もどこかへ吹き飛んでしま
うくらい幸せでした。毎日スキップしたいよ
うな気持ちで…金武バプテスト教会では本当
に何でもさせていただきました。もちろん教
会運営に伴うさまざまな事務仕事から、ドラ
イバー役、お掃除役、庭の草取り、本当に
なんでも。そのすべてが喜びでうれしくて、
うれしくて。
輪嶋 へえー！どうしてそんな思いになられ
たんだと思います？
横田 私は主というお方を知って、そのお方
が今も生きて私たちと共にいてくださり、そ
してそのお方が、まどろむこともなく今この
瞬間も私たちのために働いておられる…こん
なに凄いお方がおられることを、私は知って
しまったんです（笑）。そして「私は自分の人
生をこのお方に懸けよう！」と決めて始めた人
生、生活だったからでしょうね。そして聖書
のみことばを通して、瞬間瞬間そのことを肌
で、細胞で感じることができる…みことばそ
のものが「生きた神の命の力」そのものであっ
て、みことばを通して、その命であるお方と
交わることができる…。瞬間瞬間、その実感
の中に置かれていたのですから、それはそれ
は幸せだったと思います。もちろん、それは
今でも途切れることなく私の中にずっと続い
ている、そしてますます大きくなる実感、そ
して喜びなんです。
輪嶋 ハレルヤー！！ お話し聞いている私自
身が、本当に恵みを受けて感動しています！

これまで数回、金武バプテスト教会での聖日
礼拝に参加させていただきましたが、いつも
みんなで賛美を捧げ、そしてただただみこと
ばを分かち合いながら味わう…ありとあらゆ
るソースや味付けを究極まで削ぎ落として素
材だけで勝負するお料理みたいな、そんな
ふうにとってもシンプルな礼拝形式なのも、
聖子先生ご自身のみことばに対する絶対的
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ドラマティックな
栄子先生との出会い

輪嶋 そんな献身生活の続く中で、いよいよ
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こと「少しでも知っている」どころか、聞いた
ことすらない、というのが日本の現状だった
ことだと思います。そんな中、栄子先生は
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輪嶋 涙が止まらなくなってきた…本当に年の
せいで、涙腺の蓋（ふた）はずれっ放し。神様の
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横田 アーメンです。金武バプテスト教会に
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ようなお招きをしなかった、ということです。
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した。
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すす
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一般社団法人オメガ・ジャパン理事・代表
宗教法人金武バプテスト教会牧師

横田聖子

敬愛するオメガ・ニュースレター
読者の皆様へ

今月も主の御名によって心からの感謝を申し上げます。

一般的によく言われることですが、人は出会いによって育てられ、人生は別れによって深められる、と。イエス様が人と
してこの地に来られ、母マリアと父ヨセフと出会い、使徒たちと出会い、神の国の教えが宣べ伝えられました。そして、
人としてのイエス様と十字架の死を目撃する中で別れました。不安と恐れ、落胆と挫折感、失望感に襲われました。しかし、
復活の主イエス様は、再び、弟子たちのうちに来られて、シャローム・平安があるようにと祈られました（ルカ24章36節）。

そして、その後もう一度、別れの時が訪れます。イエス様は弟子たちの目の前で臨在の雲に包まれ、天に帰られました
（使徒 1 章 9～11 節）。しかし、イエス様は、もう一度戻ってきて私たちを迎えに来ることを約束されています（ヨハネの
福音書14章1～4節）。ここに聖書の真理と愛、希望があります。

創造主がおられます。御子イエス様は今、本来の王の王、万軍の主、大祭司として栄光の神の右の座におられます。
私たちは、聖霊の恵みによって信仰を賜り、イエスを救い主と告白する神の民となりました。

今、世界中の混乱はイエス・キリストの誕生と再臨の現場となるイスラエルへの非難・反ユダヤ主義の正当化へと問題の
視点が移されつつあります。歴史は繰り返されますが、今年の動きは、いよいよ「産みの苦しみ」が激しさを増し、間もなく
天と地が新しくされる時代が近づいたことを痛感いたします（マタイ24章1 ～14 節）。

今月号、オメガ・ニュースレター「Bride」140 号を皆様への感謝と祈りを込めてお届けしております。特に2020 年の
パンデミックの中で必要に迫られスタートした栄子・スティーブンス先生の執筆によるヨハネの黙示録1章から22章までの
巻頭言が、今号で最終号となります。皆様の愛と祈りに支えられて毎月、お届けできましたことを心より御礼と感謝を申し
上げます。

そして、栄子・スティーブンス先生から来日中に、ヨハネの黙示録のティーチングレターがいよいよ最終原稿となった
ことと、現在の世界情勢を受けて、しばらく巻頭言の執筆をお休みしてアメリカへ帰国後、静まり祈りの時を過ごしたいと、
ご本人よりお申し出を受けました。そのため、急なことではありますが、来月号でオメガ・ニュースレター「Bride」の栄子・
スティーブンスによるすべてのティーチングレターを終えさせていただきます。

なお、これまでのバックナンバーはホームページ上ですべてお読みいただけますので、祈りとご理解のほど、どうぞよろ
しくお願いいたします。また、来月号にて、アメリカへ帰国後に皆様へ栄子・スティーブンス先生からのお手紙をお届け
させていただきます。

　　　　　
今月も主なる神の愛と恵みが、皆様お一人おひとりとそのご家族、教会、その仕える地域の上にあり、聖霊の力が勢いを

増して満ちあふれますよう心より祝福をお祈り申し上げます。

「神はそのひとり子を世に遣わし、その方によって私たちにいのちを得させてくださいました。それによって神の愛が私たちに
示されたのです。私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛し、私たちの罪のために、宥めのささげ物としての御子を
遣わされました。ここに愛があるのです」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨハネの手紙 第一 4章9～10節
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イスラエルに大規模なテロがあり、日本の報道では反イスラエルの
解説が多く心を痛めておりました。そのような時に主なる神様は栄子・
スティーブンス師を私たちの教会に導いてくださり、そのメッセージを
通して主の平安を頂きました。主に深く感謝申し上げます。

10月15日（日）午前の礼拝では「永遠の福音」をテーマに、創世記
から黙示録にかけて主イエス様の福音を丁寧に教えていただきました。
特に民数記 21 章の燃える蛇と旗ざおのところは情景が見えるようで
理解が深まりました。

午後のセミナーでは携挙と大患難時代について「イエス・キリスト
の日」と「主の日」、また引き止める「もの」と「者」の違いについてなど、
大きな気付きを与えられました。例を挙げたらきりがありません。
目からうろこが落ちるとはこのことでしょう。

イスラエルの古代からの慣習、現在の生活様式を織り交ぜながらの
お話であっという間に時間が過ぎてしまいました。神様からのラブレ
ターである聖書を一字一句丁寧に読み、その通りに信じることの大切
さを改めて教えられました。今後はDVDや書籍を通してもっと理解を
深めてイスラエルの正しい歴史と福音を周囲の人たちに伝えていきたい
と思います。

小島洋子 牧師 西田育生 牧師
（大阪府　

 大阪―東京ホープチャペル牧師）

去る10月28日にVIP関西センターにて栄子・スティーブンス先生
をお迎えして「イスラエルの預言とその成就」と題してセミナーを開催
することができました。70 名を超える方々が出席くださり、今の私
たちにとってタイムリーなメッセージを頂くことができました。ちょうど
ハマスがイスラエルにテロ攻撃を行い、ホロコースト以来のユダヤ人
たちが犠牲となるという事件が起こったばかりの時でしたので、出席者
の方々も大いに関心を持ち、質疑応答でも多くの質問が出ました。
改めて聖書は預言の書であることを確信させられるセミナーとなりま
した。

特に今回は聖書のイスラエルに対する預言が、過去、現在、未来
に渡って実現し、また実現するということを聖書のみことばと実際の
イスラエルの歴史とを照らし合わせながらお話しくださいました。
先生のイスラエル在住の体験を交えながら、私たちが不明瞭であった
パレスチナとイスラエルの歴史を改めて確認することができました。
そして、時は終末に向かって進んでいることを覚え、イスラエルの平和
とパレスチナの一般市民のための祈りを捧げること、さらにキリストの
福音が前進することを祈ることの大切さを自覚いたしました。時は急を
告げています。より一層福音を伝える使命を自覚させられました。

司会進行役　
横溝文夫様・フェイ様

（埼玉県
JOYFULグレースチャーチ）

セッティングをスクール形式から丸テーブルに
変更し、最終的に82名（22教会）まで参加者を
拡大可能となり開催されました。
　沖縄県内をはじめ離島の石垣島から、また
日本全国、新潟・栃木・東京・神奈川・大阪・広島
から共に集いました。セミナーを通して受け
取られる祈りの種がさらに日本全国の教会を
通して各地域へ生きたみことばの力として流れ
ていきますようお祈りください。

1

2

日本全国講演「オメガグレイス・ジャパンツアー」終盤に向けて
　栄子・スティーブンス先生の来日中に起こった10月7日のハマスによる
イスラエルへのテロ攻撃は、現在も世界中に多くの混乱を招き続けて
います。その渦中で、日本の教会に普遍的な聖書の言葉をお伝えさせて
いただけたことを心から感謝します。皆様のとりなしの祈りの守りのうち
にオメガジャパン・グレイスツアーは、間もなくすべてのスケジュール
を終えようとしています。
　12月8日の帰国日までのすべてのスケジュールが主の御手によって
持ち運ばれ、栄子・スティーブンス先生のご健康が格別に守られますよう
引き続き共にお祈りくださいますようよろしくお願いいたします。

沖縄セミナーが開催されました
　11月23日に行われたOMEGA沖縄セミナー（会場：北谷ヒルトン
ホテル）は当初55名の事前予約参加申し込みを8月中に受け付けさ
せていただきました。その後、中東情勢が激しく揺れたことを受け、会場
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引き続き共にお祈りくださいますようよろしくお願いいたします。

沖縄セミナーが開催されました
　11月23日に行われたOMEGA沖縄セミナー（会場：北谷ヒルトン
ホテル）は当初55名の事前予約参加申し込みを8月中に受け付けさ
せていただきました。その後、中東情勢が激しく揺れたことを受け、会場

祈りの課題


